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資料５－1－１ 

平成24年度教育課程表（一般科目，1～3年生） 

　　　　　　　学年別単位数 および実施時期/時間数

国語 2 通/2 2 通/2 2 通/2

国語演習 2 通/2 2 通/2

地理 2 通/2

歴史Ⅰ 2 通/2

歴史Ⅱ 2 通/2

現代社会 通/2

基礎数学Ⅰ 3 通/3

基礎数学Ⅱ 4 通/4

代数幾何 2 通/2 1 半/2
3年は前期，後期のいず

れかに週2時間

微分積分 4 通/4 4 通/4

物理 2 通/2 3 通/3

2 通/2 物質工学科以外

3
前/4
後/2

物質工学科

2
前/1
後/2

物質工学科以外

2 後/4 物質工学科

化学Ⅲ 1 半/2
物質工学科以外

前期，後期のいずれか

に週2時間

情報処理基礎 2 通/2

スポーツ科学 2 通/2 2 通/2 2 通/2 前/2 前/2

英語講読 2 通/2 2 通/2

基礎英文法 2 通/2

英語構文 1 前/2

英語コミュニケーションⅠ 2 通/2

英語コミュニケーションⅡ 1 通/1

英語コミュニケーションⅢ 前後/2

英語表現 1 後/2 2 通/2

英語演習 2 通/2 通/2 通/1

ドイツ語 2 通/2

ロシア語 2 通/2

中国語 2 通/2

文章作成法 1 前/2

近代文学 1 後/2

古典文学 1 後/2

人間と文明Ⅰ 1 前後/2 　

人間と文明Ⅱ 1 前後/2

人間と文明Ⅲ 1 前/2

政治と経済 1 後/2

倫理学 1 後/2

英語特講Ａ 1 前/2

英語特講Ｂ 1 後/2

スポーツ科学概論 1 前/2

数学演習Ａ 1 前/2

数学演習Ｂ 1 後/2

生命科学概論 1 前後/2

数学特講 1 前/2

ボランティア活動 1 1 1 1 1

28 25 17 物質工学科以外

31 23 16 物質工学科

27 24 16 物質工学科以外

30 22 15 物質工学科6

6

２年 ３年

15

15

い

ず

れ

か

２

科

目

２

単

位

選

択

1

1

2

履修単位計

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

開設単位計

選
　
択
　
必
　
修
　
科
　
目

化学Ⅰ

化学Ⅱ

選択科目

科目名
１年 ４年

○平成２４年度実施教育課程表（１～３年生）

一　　　般　　　科　　　目

備　考
５年

区分

16

6

6

2

1

1

い

ず

れ

か

１

科

目

ま

た

は

２

科

目

２

単

位

選

択

16

 

（出典 平成 24 年度授業計画書） 
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資料５－1－２ 

平成 24 年度教育課程表（一般科目，4～5 年生） 

　　　　　　　学年別単位数 および実施時期/時間数

国語 2 通/2 2 通/2 2 通/2

国語演習 2 通/2 2 通/2

地理Ⅰ 1

地理Ⅱ 1

歴史Ⅰ 2 通/2

歴史Ⅱ 2 通/2

現代社会 通/2

基礎数学Ⅰ 3 通/3

基礎数学Ⅱ 4 通/4

代数幾何 2 通/2 1 半/2
3年は前期，後期のいず

れかに週2時間

微分積分 4 通/4 4 通/4

物理 2 通/2 3 通/3

2 通/2 物質工学科以外

3
前/4
後/2

物質工学科

2
前/1
後/2

物質工学科以外

2 後/4 物質工学科

化学Ⅲ 1 半/2
物質工学科以外

前期，後期のいずれか

に週2時間

情報処理基礎 2 通/2

スポーツ科学 2 通/2 2 通/2 2 通/2 前/2 前/2

英語講読 2 通/2 2 通/2

基礎英文法 2 通/2

英語構文 1 前/2

英語コミュニケーションⅠ 2 通/2

英語コミュニケーションⅡ 1 通/1

英語コミュニケーションⅢ 前後/2

英語表現 1 後/2 2 通/2

英語演習 2 通/2 通/2 通/1

ドイツ語 2 通/2

ロシア語 2 通/2

中国語 2 通/2

文章作成法 1 前/2

近代文学 1 後/2

古典文学 1 後/2

人間と文明Ⅰ 1 前後/2 　

人間と文明Ⅱ 1 前後/2

人間と文明Ⅲ 1 前/2

政治と経済 1 後/2

倫理学 1 後/2

英語特講Ａ 1 前/2

英語特講Ｂ 1 後/2

スポーツ科学概論 1 前/2

数学演習Ａ 1 前/2

数学演習Ｂ 1 後/2

生命科学概論 1 前後/2

数学特講 1 前/2

ボランティア活動 1 1 1 1 1

27 26 17 物質工学科以外

30 24 16 物質工学科

26 25 16 物質工学科以外

29 23 15 物質工学科

16

6

6

2

1

1

い

ず

れ

か

１

科

目

ま

た

は

２

科

目

２

単

位

選

択

16

科目名
１年 ４年

○平成２４年度実施教育課程表（４～５年生）

一　　　般　　　科　　　目

備　考
５年

区分

2

履修単位計

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

開設単位計

選
　
択
　
必
　
修
　
科
　
目

化学Ⅰ

化学Ⅱ

選択科目

6

6

２年 ３年

15

15

い

ず

れ

か

２

科

目

２

単

位

選

択

1

1

 

（出典 平成 24 年度授業計画書） 
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資料５－1－３ 

平成 24 年度教育課程表（機械工学科） 

　　　　　学年別単位数 および実施時期/時間数

応用数学Ⅰ　　 2 通/２

応用数学Ⅱ 2 通/２

応用物理 2 通/２ 2 通/２

材料学 2 通/２ 1 後/２

工業力学 2 通/２

材料力学 2 通/２ 2 通/２

機構学 2 通/２

機械力学 1 前/２

熱力学 2 通/２

エネルギー変換工学 2 通/２

伝熱工学 1 後/２

流体力学Ⅰ 2 通/２

流体工学 2 通/２

情報処理演習 1 後/２ 2 通/２ 1 通/２

電気工学概論 2 通/２ 2 通/２

計測工学 1 後/２

自動制御 2 通/２

論理回路 1 前/２

機械工作法 1 後/２ 2 通/２

機械要素設計法 1 通/１

機械システム設計法 2 通/２

機械システム工学 1 後/２

機械工作実習 3 通/３ 2 前/４ 2 前/４

機械設計製図 2 通/２ 1 前/２ 2.5 前/５

機械工学実験 2 前/４ 2 前/４

機械工学概論 1 通/１

機械創造演習Ⅰ 3 通/３

機械創造演習Ⅱ 2 後/４

機械創造演習Ⅲ 2 後/４

機械工学総合演習 1 後/２

課題研究 1.5 後/３

卒業研究 8 前/6，後/10

機械英語演習 1 前/２

工学倫理 1 後/２

履修単位計 7 8 18 28 24

材料創製プロセス工学 1 後/２

生体材料学 1 後/２

流体力学Ⅱ 1 後/２

流体機械 1 後/２

内燃機関 1 前/２

機械工作法特論 1 前/２

切削工学 1 前/２

数値解析 1 前/２

学外実習 1 集中

開設単位計 1 8

履修単位計 0～1 2～3

7 8 18 29 32

7 8 18 28～29 26～27

27 24 16 6 6

34 32 34 34～35 32～33

○平成２４年度実施教育課程表

専　　門　　科　　目

機　　械　　工　　学　　科

区分 科目名 備　考
１年 ２年 ３年 ４年 ５年

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

選
択
科
目

　
いずれか

３科目３単位

選択

専門科目開設単位合計

専門科目履修単位合計

一般科目履修単位合計

履修単位数合計  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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資料５－1－４ 

平成 24 年度教育目標に対応した教育課程流れ図（機械工学科） 

1年 2年 3年 4年 5年 備考

スポーツ科学 スポーツ科学 スポーツ科学 スポーツ科学 スポーツ科学

（スポーツ科学概論）

工作実習 工作実習 工作実習 工学実験 工学実験

設計製図 設計製図 設計製図

創造演習Ⅰ 創造演習Ⅱ 創造演習Ⅲ 課題研究 卒業研究

基礎数学Ⅰ 代数幾何 代数幾何 応用数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ 微分積分 微分積分 応用数学Ⅱ

（数学演習A）

（数学演習B）

物　理 物　理 応用物理 応用物理 工学倫理

化学Ⅰ 化学Ⅱ 化学Ⅲ (生命科学論) 機械工学英語

材料学 材料学 (材料創製プロセス工学)

材料学 材料学 (材料創製プロセス工学)
新カリキュラム

H19年度入学以降

材料力学 材料力学 （生体材料学）

工業力学 機構学 機械力学

流体力学Ⅰ 流体工学

(流体機械)

(流体力学Ⅱ)

熱力学 エネルギー変換工学

(内燃機関)

伝熱工学

電気概論 電気概論

計測工学 自動制御

論理回路

(数値解析)

機械工作法 機械工作法 (切削工学)

要素設計法 機械システム設計法 機械システム工学

設計製図 設計製図 設計製図 (工作法特論)

工作実習 工作実習 工作実習

創造演習Ⅰ 創造演習Ⅱ 創造演習Ⅲ 工学実験 工学実験

機械工学概論 総合演習

課題研究 卒業研究

情報処理基礎 情報処理演習 情報処理演習 情報処理演習 論理回路

工作実習 工作実習 工作実習 工学実験

創造演習Ⅰ 創造演習Ⅱ 創造演習Ⅲ 総合演習

設計製図 設計製図 設計製図 卒業研究

伝熱工学

（学外実習） （数値解析）

（工作法特論）

国　　語 国　　語 国　　語

（ドイツ語）

（ロシア語）

（中国語）

地理Ⅰ 地理Ⅱ （古典文学1） 現代社会

地理 （古典文学1） 現代社会 H22年度入学以降

歴史Ⅰ 歴史Ⅱ （人間と文明Ⅰ） （近代文学）

（人間と文明Ⅱ） （人間と文明Ⅲ）

（政治と経済） （倫理学）

（生命科学論）

（学外実習） 工学倫理

国　　語 国　　語 国　　語

国語演習 国語演習

英語購読 英語購読 英語演習 英語演習 英語演習

基礎英文法 英語構文

英語コミュニケーショ ンⅠ 英語コミュニケーショ ンⅡ 英語コミュニケーショ ンⅢ 機械工学英語

英語表現 英語表現

（英語特講A）

（英語特講B）

（文章作成法）

（古典と文学）

（生命科学論）

工学実験 工学実験

創造演習Ⅱ 創造演習Ⅲ 応用物理

工作実習 工作実習 工作実習 課題研究 卒業研究

（学外実習）

設計製図 設計製図 設計製図 工学実験

創造演習Ⅱ 創造演習Ⅲ 機械システム設計法 機械システム工学

総合演習

課題研究 卒業研究

：依存関係 ：関連科目 実験・実習・設計製図科目

教育目標に対応した教育課程流れ図（機械工学科）

※　（　　）　内の教科目は，選択科目を表す．

(F)
問題解決のためのデザイン能

力を持った技術者

基礎技術に関する知識を総合

的に活用し，システムの設計や

問題解決に応用できる技術者．
6

4

地球的視野で，歴史，文化，地

理，政治，経済に関する教養を

持ち，倫理を理解して行動でき

る技術者．

(E)
多面的なコミュニケーション能

力を持った技術者

自分の考えを論理的な文書に

まとめ，成果をプレゼンテーショ

ンできるとともに，基礎的な英語

コミュニケーションができる技術

者．

5

(C) 情報技術を活用できる技術者

機械設計，製造，計測制御，解

析およびネットワークなど，専門

技術に関する基礎知識を基にコ

ンピュータを活用することができ

る技術者．

3

(D)
社会の歴史や文化、技術者倫

理を理解して行動できる技術者

(B)
専門技術に関する基礎知識を

持った技術者

2

数学，自然科学および機械工

学の主要分野（材料と機械の力

学，エネルギーと流れ，情報と

制御，加工と生産）に関する基

礎知識を持ち，それを活用する

ことができる技術者

函館高専教育目標
機械工学科教育目標

創造力と実行力を持った技術者(A)

自主的に健康維持，増進を図るこ

とができるとともに，集団の中での

役割や責任を理解し，豊かな創造

力でものづくりを実践できる技術

者．

1

 

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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資料５－1－５ 

平成 24 年度各科目と教育目標との対応表（機械工学科） 

1 2 3 4 5 A B C D E F 1年 2年 3年 4年 5年 A B C D E F

国語 2 ○ ○ 応用数学Ⅰ 2 ○

国語 2 ○ ○ 応用数学Ⅱ 2 ○

国語 2 ○ ○ 応用物理 2 ○

国語演習 2 ○ 応用物理 2 ○ ○

国語演習 2 ○ 材料学 2 ○

地理Ⅰ　 (H22年度以降開講せず） 1 ○ 材料学 1 ○

地理Ⅱ　 (H23年度以降開講せず） 1 ○ 工業力学 2 ○

地理　 　　(H22年度以降開講） 2 ○ 材料力学 2 ○

歴史Ⅰ 2 ○ 材料力学 2 ○

歴史Ⅱ 2 ○ 機構学 2 ○

現代社会 2 ○ 機械力学 1 ○

基礎数学Ⅰ 3 ○ 熱力学 2 ○

基礎数学Ⅱ 4 ○ エネルギー変換工学 2 ○

代数幾何 2 ○ 伝熱工学 1 ○ ○

代数幾何 1 ○ 流体力学Ⅰ 2 ○

微分積分 4 ○ 流体工学 2 ○

微分積分 4 ○ 情報処理演習 1 ○

物理 2 ○ 情報処理演習　(H20年度1単位) 2 ○

物理 3 ○ 情報処理演習 1 ○

化学Ⅰ 2 ○ 電気工学概論 2 ○

化学Ⅱ 2 ○ 電気工学概論 2 ○

化学Ⅲ 1 ○ 計測工学 1 ○

情報処理基礎 2 ○ 自動制御 2 ○

スポーツ科学 2 ○ 論理回路 1 ○ ○ ○

スポーツ科学 2 ○ 機械工作法 1 ○

スポーツ科学 2 ○ 機械工作法　(H20年度1単位) 2 ○

スポーツ科学 1 ○ 機械要素設計法 1 ○

スポーツ科学 1 ○ 機械システム設計法 2 ○ ○

英語購読 2 ○ 機械システム工学 1 ○ ○

英語購読 2 ○ 機械工作実習 3 ○ ○ ○ ○

基礎英文法 2 ○ 機械工作実習 2 ○ ○ ○ ○

英語構文 1 ○ 機械工作実習 2 ○ ○ ○ ○

英語コミュニケーションⅠ 2 ○ 機械設計製図 2 ○ ○ ○ ○

英語コミュニケーションⅡ 1 ○ 機械設計製図 1 ○ ○ ○ ○

英語コミュニケーションⅢ 1 ○ 機械設計製図 2.5 ○ ○ ○ ○

英語表現 1 ○ 機械工学実験 2 ○ ○ ○

英語表現 2 ○ 機械工学実験 2 ○ ○ ○ ○ ○

英語演習 2 ○ 機械工学概論 1 ○

英語演習 2 ○ 機械創造演習Ⅰ 3 ○ ○ ○ ○ ○

英語演習 1 ○ 機械創造演習Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○

必修単位 28 25 16 4 4 機械創造演習Ⅲ 2 ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 2 ○ 機械総合演習 1 ○ ○ ○

ロシア語 2 ○ 課題研究 1.5 ○ ○ ○ ○ ○

中国語 2 ○ 卒業研究 8 ○ ○ ○ ○ ○

文章作成法 1 ○ 機械英語演習 1 ○ ○

近代文学 1 ○ 工学倫理 1 ○

古典文学 1 ○ 7 8 18 28 24

人間と文明Ⅰ 1 ○ 材料創製プロセス工学 1 ○

人間と文明Ⅱ 1 ○ 生体材料工学 1 ○ ○

人間と文明Ⅲ 1 ○ 流体力学Ⅱ 1 ○

政治と経済 1 ○ 流体機械 1 ○

倫理学 1 ○ 内燃機関 1 ○

英語特講A 1 ○ 機械工作法特論 1 ○ ○

英語特講B 1 ○ 切削工学 1 ○ ○

スポーツ科学概論 1 ○ 数値解析 1 ○

数学演習A 1 ○ 学外実習 1 ○ ○ ○

数学演習B 1 ○ 選択開設単位 1 8

生命科学概論 1 ○ ○ ○ 機械工学演習Ⅰ 2 ○

選択 数学特講 1 ○ 機械工学演習Ⅱ 1 ○

10 11

日本語 6 ○ ： 実験・実習および設計製図科目

日本語 4 ○

日本語事情 2 ○ ○

開設単位 6 6

区
分

各科目と教育目標との対応表（機械工学科）

科目名
区
分

函館高専教育目標

必
修
科
目

科目名
学年

選
択
必
修
科
目

必
修
科
目

選
択
必
修
科
目

函館高専教育目標学　年

留
学
生
必
修

選択開設単位

留

学

生

必

修

(A) 創造力と実行力を持った技術者
(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者
(C) 情報技術を活用できる技術者
(D) 社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者
(E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者
(F) 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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資料５－1－６ 

平成 24 年度シラバス作成要領（低学年の例） 

 

教 科 名       化学演習 （ Exercises on Chemistry ）  

学年・学科名 
第２学年 

  物質工学科   

【担当教員氏名】    常勤    伊藤穂高 

【教員室】   ３ 階        内線  6475             

単位数・期間 ２単位    週２時間   通年  必修   総時間数 60 時間      

教科書など       化学Ⅰ・Ⅱの考え方解き方（文英堂） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
  

学習到達目標： 

学習到達目標：第１学年で履修した一般化学理解を徹底させるため、演習問題を多く取り入れ、化学

計算力を養うことにより、化学の基礎知識と応用力を増進させる。 

「函館高専教育目標」との関連： 

（B）  専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

学習上の留意点： 

授業は毎回演習形式とし、授業の最後には授業内容に関する理解度を調べる小テストを行う。授業

に集中し、疑問点を授業中に解決するようにする。 

評価方法：評価は中間テスト(B) (40%)、期末テスト(B)（40％）、小テスト(B)（20％）により評価する。 

必要とされる予備知識：第１学年で履修した一般化学の基礎事項 

関連する科目：無機化学 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1  物質の構成 

1-1 原子の構造 

1-2. モルの概念 

(1)  モルと質量・気体の体積 

(1) 原子数・分子数とモル 

(2) 水和水に関する計算 

(4)  アボガドロ定数の測定 

1-3.  気体の分子量 

(1)   気体の密度と分子量 

 

2 

 

4 

2 

2 

2 

 
2 

 

原子の構造が説明できる 

 

モルの概念が説明できる 

モル数などから原子数・分子数を計算できる 

水和した分子のモル計算ができる 

アボガドロ数を導きだせる 

 

気体の密度から分子量を導きだせる 

    ★前 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 

(2)  混合気体の平均分子量 

1-4.  溶液の濃度 

(1) 質量％濃度とモル濃度の変換 

(2) 混合溶液の濃度 

(3) 水和水をもつ物質の濃度 

1-5. 化学反応式 

(1) 化学反応式の係数の求め方 

1 
3 

 

2 

2 

2 
 

2 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

混合気体のモル比から平均分子量を計算できる 

 

濃度の変換ができる 

混合溶液の濃度を計算できる 

水和水をもつ物質の濃度を計算できる 

 

未定係数法により化学反応式の係数を求められる 

★ 前 期 期 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

1-6. 化学反応式による計算 

(1) 化学反応式を用いた質量計算 

(2) 過不足のある場合の量的計算 

2  物質の変化 

2-1 反応熱と熱化学方程式 

 

4 

4 

 

6 

 

化学反応式の係数を用いて質量計算ができる 

完全に反応する物質量から生成量を計算できる 

 
反応熱を計算できる 

★後 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 

2-2  酸・塩基と中和反応 

2-3 酸化数と酸化還元滴定 

4 物質の構造 

1 

3 

2 

6 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

中和反応に関する計算ができる 

酸化数を求められる 

結晶格子の充填率等計算することができる 

★ 学 年 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

 

低学年の例 

答案返却を時数に入れる！答案返却を入れて通年で 60 単位

時間（2 単位の場合）の実施。期末試験は例年通り時数にカ

ウントしない。 

 

（出典 H24-シラバス（低学年用）サンプル） 
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資料５－1－７ 

平成 24 年度シラバス作成要領（学習単位導入科目の例） 

教 科 名       環境工学 （ Environmental Engineering ）  学修 

学年・学科名 
第４学年 

  物質工学科 

【担当教員氏名】   常勤  伊藤 穂高 

【教員室】   ３ 階        内線  6475             

単位数・期間 
１単位  後期  週２時間  

コース必修 
総時間数 45 時間 (中間試験・自学自習 20hr を含む実時間) 

教科書など       やさしい環境科学（保田仁資著、化学同人） 

補 助 教 材       

参 考 書など 
 実感する化学 （翻訳 廣瀬千秋 NTS 出版） 
（原著 A project of the American Chemical Society 執筆者 Lucy Pryde Eubanks） 

学習到達目標：環境問題を人類共通の課題としてとらえ、物質工学の立場より地球の環境資源管理お

よび再利用システムなど環境問題に対する基礎的な知識を得ることを目的とする(B-2)。また環境問

題の理解を通じて技術者としての社会的責任を理解し説明できるようにする(D-2)。 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-2) 基礎工学（社会技術系）の基礎知識を持っている。 

(D) 社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者 

(D-2) 科学技術が人間や社会、自然環境および未来の世代に与える影響を理解し、技術者の役割と

責任を説明できる。 

学習上の留意点：試験には特に授業中に口頭で説明した事項に関して問う記述式で行うので教科書の

みならず、授業中の説明内容に関しても十分理解すること。 

評価方法：評価は中間(B-2,D-2)(50%)、期末テスト(B-2,D-2)（50％）により評価する。 

必要とされる予備知識：基礎的な化学物質名とその構造式 

関連する科目：有機工業化学 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

1章 環境科学の基礎 

(1)毒とは何か 

(2)急性毒性と慢性毒性 

(3)ADI と TDI 

2章  水と生活 

(1)地下水の汚染について  

(2)浄水場のしくみ 

(3)生活排水について 

3章  食の安全 

(1)食品添加物について 

(2)食品添加物の毒性 

 

 

2 

2 

1 

 

2 

2 

1 

 

2 

2 

 

 

毒の定義を説明できる 

急性毒性と慢性毒性の違いが説明できる 

ADI と TDI の違いと意味を説明できる 

 

地下水の汚染状況と汚染物質について説明できる 

浄水場の仕組みと河川水の大切さを理解できる 

生活排水の定義と浄化対策について説明できる 

 

食品添加物の役割・種類を説明できる 

人工着色料・保存料などに使用されている化合物の種類

と毒性について説明できる 

    ★後 期 中 間 試 験 2  

試験答案返却・解答解説 

 

(3)市販食品に残留している農薬 

 
4章  農薬と環境 

(1)有機りん系農薬 

(2)有機塩素系農薬 

(3)カルバメート系農薬 

 

2 

 

4 

 

 

2 

2 

2 

 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

 

農薬の役割とその残留性について説明できる 

 

 

有機りん系農薬のメカニズムを説明できる 

塩素系農薬の特徴とメカニズムを説明できる 

カルバメート系農薬の特徴とメカニズムを説明できる 

 

★ 学 年 末 試 験   

 試験答案返却・解答解説 
2 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

履修時数計 30(25) ※時間数は単位時間，( )内に実時間を示す． 

自学自習 

予習・復習 

定期試験の準備 

計 

 

(7) 

(13) 

(20) 

 

自学自習時間として理解を深めるために日常行う予習復

習時間および定期試験準備のための学習時間を 20 時間

以上確保する 

 

学修単位導入科目の例（高学年用） 

答案返却を時数に入れる！答案返却を入れて半期で 30 単

位時間（１単位の場合）の実施。期末試験は例年通り時数
にカウントしない。 

こ
の
項
目
を
二
十
四
年
度
版
科
目
対
応
表
に
よ
り
確
認 

 

（出典 H24-シラバス（高学年用 学修単位導入） サンプル） 
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資料５－1－８ 

平成 24 年度シラバス作成要領（学習単位未導入科目の例） 

教 科 名       応用物質工学実験Ⅱ（Applied Material Engineering LaboratoryⅡ ） 

学年・学科名 
第５学年 
  物質工学科 

【担当教員氏名】   常勤  伊藤 穂高・大森幸子 
【教員室】   ３ 階        内線  6475            

単位数・期間 ２単位     週４時間   前期  コース必修    総時間数 60 時間   

教 科 書 な ど       配布する冊子 

補 助 教 材       

参 考 書など 

やさしい環境科学（保田仁資著、化学同人） 
生物環境実験室にて実施（物質棟３階） 

学習到達目標： 

環境問題を理解・解析するための分析技術・微生物培養技術などさまざまな知識・技術の習得を

目標とする(B-4)。さらに、得られた実験結果を論理的な内容のレポートにまとめられる(E-2)。また、

この授業ではグループごとの実験もあるので実験内容をよく理解し効率的かつ自主的に実験を進め

られることも目標としている(A-2)。 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

(A) 創造力と実行力を持った技術者 

 (A-2)  チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動できる 

(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 
(B-4)  実験や実習，演習を通して専門工学における実践的な基礎技術を身につけている 

(E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(E-2) 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。 

学習上の留意点： 

本環境系の実験は生物・分析化学・有機合成化学等の知識および実験テクニックが必要とされるの

で、今までの物質工学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲや応用物質工学実験Ⅱ（生物系実験）をよく復習しておくこ

と。 

評価方法： 

 評価は実技テスト(B-4)（10％）、レポート(A-2,B-4,E-2)（70％）、実験ノート(B-4)（10％）、課題

(E-2)（10％）により評価する 

必要とされる予備知識：生物・分析化学・有機合成化学等の知識および実験テクニック 

関連する科目：環境工学、物質工学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、応用物質工学実験Ⅱ（生物系実験） 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

ガイダンス 

------------全体実験------------ 

１． 皮膚常在菌の測定 

２． 無菌操作の実技試験 

3. 車の排ガス分析 

4 

 

4 

4 

4 

各テーマの目的・実験操作の注意点などを理解する 

 

無菌操作を行う意味を理解する 

無菌操作を習得する 

排ガス中に含まれる環境汚染物質を理解する 

-----------グループ実験------------ 

１．グループ実験内容の説明 

２．以下実験内容 

① ＰＥＴボトルの分解とその分子

量測定 

② COD の測定と環境評価 

③ 凝集剤による廃水処理 

④ 環境水中の大腸菌の測定 

⑤ 発酵乳中の乳酸菌の測定 

 

16 

 

4 

 

4 

4 

4 

8 

 

実験内容の理解と効率的に実験を進めるためには

何が重要であるかを理解できる。 

リサイクルの種類とそのリサイクル過程について

化学的な見地から理解できる 

COD の測定手法および環境基準との比較が行える 

排水処理のひとつである凝集剤の特性を知る 

大腸菌群数の測定などの基礎技術を習得する 

無菌操作、グラム染色、顕微鏡の操作方法の習得 

 

レポート返却及びレポートの添削 4 提出レポートに対する添削指導を行う 

 

定期試験を実施しない科目でも総時間数は 60 時間（２単位の場合）

確保されていますので 60 時間になるように記入してください。 

学修単位未導入科目の例（高学年） 

こ
の
項
目
を
二
十
四
年
度
版
科
目
対
応
表
に
よ
り
確
認 

 

（出典 H24-シラバス（高学年用 学修単位未導入） サンプル） 
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資料５－1－９ 

シラバス作成依頼文書 

                                                                平成 23 年 12 月 22 日 

教 員 各 位 

                                         教 務 主 事 

 

平成 24 年度授業計画書(シラバス)の作成について 

 

 昨年度はみなさまのご協力もあり大変よいシラバスができたと感謝しております。次年度は前期期末 

試験を夏休み前に実施することに伴い、授業回数のカウント方法に変更があります。期末試験実施後の 

答案返却期間を通常の授業回数としてカウントいたします（期末試験前までの授業回数は半期で中間試 

験を実施する科目では 14 回となります。実験・実習科目などの中間試験を実施しない科目では 13 回とな 

ります。期末試験後に中間試験を実施する科目では１回、中間試験を実施しない科目では２回授業回数 

があることになります）。また、中間試験を実施するしないにかかわらず、本年度と同様にすべての科 

目に関して規程時間数確保されています。その点を考慮に入れてシラバス作成をお願いいたします。以 

下にシラバス作成上の注意点等を記載いたしますのでよくご覧の上ご執筆ください。 

なお，次年度シラバスについては例年どおり，授業内容および記載内容を，各科目・各学科内で相互に 

確認検討の後，提出してください。非常勤講師への作成依頼は，非常勤連絡担当教員より行っていただ 

き，とりまとめのうえ，各学科の教務委員へ提出していただくようお願いいたします。 

 

                                        記 

 

(1)締め切り   

 平成２４年 １月３１日(火)  

 ※締め切り後の差し替えは作業等の関係上ご遠慮願います。 

 

(2)シラバス提出内容および提出形式 

a 授業科目について 

 各教員はシラバスを，鮮明な印刷物（感熱紙は不可）とデジタルデータ（Microsoft Word ファ 

 イルを e-mail 添付）とで，各学科教務委員へ提出して下さい。  

 新年度実施する全ての科目について提出願います。外国人留学生の科目についても必ず提出し 

 て下さい。 

b 授業科目以外について 

 各学科においては，学科主任による巻頭言，教育目標，各科目の教育目標との対応表，カリキ 

 ュラムの流れ図，をデジタルデータで各科教務委員あてに提出してください。 

 

(3)シラバス注意事項 

 上述の繰り返しになりますが、次年度は授業回数のカウント方法に変更があります。期末試験実施後 

の答案返却期間を通常の授業回数としてカウントいたします。実験・実習等の中間試験を実施しない科 

目におきましても、期末試験後に２回授業を実施することにより本年度と同様に規程時間数確保されて 

いますのでその点ご注意ください。 

また、必ず H2４年度版科目対応表（教務係よりすでにザイトスにアップ済みとの連絡が 12/15 付メール) 

いっていますのでご確認ください）で達成項目等をご確認の上シラバスを作成していただきますようお 

願いいたします。 

 

※ 参考のために記載例を添付いたします。 (学修単位導入用，学修単位未導入用，低学年用がありま 

す)。 

※ Microsoft Offece2007 を使用している方は，Ver2003 以前の形式で提出して下さい。 

※ HR 以外の教室を使用する場合は，「補助教材・参 考 書など」の欄へ記入して下さい。 

※ 高学年用シラバスの参考書の欄には可能であれば大学等で使用されている教科書や外国の教 

  科書などを記載してください。 

※ 作成についてご不明な点がありましたら，各科教務委員またはシラバス担当:伊藤までお問い合わ 

せ願います。 

（出典 教務委員会メール 平成 24 年度授業計画書(シラバス)の作成について） 

 



平成 25 年度 自己点検・評価報告書 第５章 資料編 

5－10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－１－１０ 

○函館工業高等専門学校学外実習の履修に関する規程 

  

平成 12 年 11 月 20 日 

 函高専達第 10 号 

 (趣旨) 

 第 1 条 この規程は，函館工業高等専門学校の学外実習の履修に関し，必要な事項を定める。 

 (学外実習の目的) 

 第 2 条 学外実習は，学生が企業等の法人又は国又は地方公共団体の機関(以下「実習機関」と

いう。)において，実習(実習機関の計画する研究・開発に関する研修及び技術講習等を含む。)を

通じて工業技術の体得及び実習機関での就業体験をすることを目的とする。 

 (履修の手続き) 

 第 3 条 学外実習の履修を希望する学生は，別紙様式 1 の「学外実習履修願」を学級担任を経て

校長に提出しなければならない。 

 (学外実習申込) 

 第 4 条 前条に基づき履修を許可された学生(以下「実習学生」という。)は，別紙様式 2 の「学

外実習申込書」を校長を経て実習機関へ提出しなければならない。 

 2 前項の「学外実習申込書」は，実習機関所定の実習申込書をもつて替えることができる。 

 3 実習学生は，傷病その他のやむを得ない理由により学外実習を終了できない場合は，別紙様

式 3 の「学外実習履修取消願」を学級担任を経て校長に提出するものとする。 

 (学外実習の心得) 

 第 5 条 実習学生は，別に定める「学外実習の心得」を守らなければならない。 

 (報告書)  

第 6 条 実習学生は，学外実習終了後，速やかに別紙様式 4 の「学外実習報告書」又はこれに準

じた報告書を，学級担任に提出しなければならない。 

 2 校長は，学外実習終了後，別紙様式 5 の「学外実習評定書」又はこれに準じた実習証明書を

実習機関の責任者より受け取ることとする。 

 (報告会) 

 第 7 条 各学科は，学外実習終了後報告会を実施することを原則とする。 

 (成績の評定) 

 第 8 条 成績の評定は，学外実習報告書，実習機関の評価及び報告会等により総合して学級担任

が行う。 

 (事務) 

 第 9 条 学外実習に関する事務は，学生課において処理する。 

 (その他) 

 第 10 条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 

 附 則 

 この規程は，平成 12 年 11 月 20 日から施行し，平成 12 年 4 月 1 日から適用する。 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料５－１－１１ 

平成 24 年度「学外実習」単位取得学生一覧 

平成24年度　機械工学科学外実習先一覧

出席番号 氏名 研修企業名 実習期間

1 (株)電業社機械製作所 平成24年8月20日～8月24日

2 北海道大学 平成24年8月20日～8月24日

3 東日本高速道路(株) 平成24年8月20日～8月24日

4 (有)ベスト青梅 平成24年8月20日～8月24日

5 東燃ゼネラル石油(株) 平成24年8月20日～8月24日

6 (株)MHIコントロールシステムズ 平成24年8月20日～8月24日

7 富士電機㈱ 平成24年8月16日～8月25日

8 (株)細川洋行 平成24年9月9日～9月14日

9 村田機械(株) 平成24年8月17日～8月29日

10 昭和電工(株) 平成24年9月10日～9月14日

11 (有)メディコム・タカハシ 平成24年8月9日～8月26日

12 ＪＸエンジニアリング(株) 平成24年8月20日～8月24日

13 不参加

14 函館どつく(株) 平成24年8月20日～8月24日

15 北海道電力(株) 平成24年8月20日～8月24日

16 大岡技研(株) 平成24年9月10日～9月14日

17 不参加

18 ビューテック(株) 平成24年8月20日～8月31日

19 不参加

20 全日本空輸(株) 平成24年8月27日～8月31日

21 (株)村瀬鉄工所 平成24年9月3日～9月7日

22 東豊工業(株) 平成24年8月27日～9月5日

23 函館酸素(株) 平成24年8月27日～8月31日

24 不参加

25 山九(株) 平成24年8月19日～8月30日

26 函館どつく(株) 平成24年8月20日～8月24日

27 宇部興産(株) 平成24年8月27日～8月31日

28 (株)IHI回転機械 平成24年8月27日～9月7日

29 出光興産(株) 平成24年8月6日～8月10日

30 新興プランテック(株) 平成24年8月13日～8月21日

31 ヤンマーエネルギーシステム(株) 平成24年8月20日～8月24日

32 極東石油(同) 平成24年8月27日～8月31日

33 (株)牧野フライス製作所 平成24年8月20日～8月31日

34 (株)日本コンピュータ開発 平成24年8月13日～8月24日

35 ニッテツ北海道制御システム(株) 平成24年8月21日～8月30日

36 三菱電機ビルテクノサービス(株) 平成24年8月17日～8月24日

37 (株)マルハニチロホールディングス 平成24年9月3日～9月14日

38 不参加

39 日本ゼオン(株) 平成24年8月20日～8月24日

40 不参加

41 (株)日本製鋼所 平成24年8月16日～8月25日

42 藤森工業(株) 平成24年8月3日～8月9日

43 (株)メデック 平成24年9月10日～9月14日

44 (株)メデック 平成24年9月10日～9月14日

45 JFEスチール(株) 平成24年8月27日～9月7日

46 豊橋技科大学 平成24年8月27日～8月31日

47 新日本製鐵(株) 平成24年8月20日～9月7日

48 花王(株) 平成24年8月27日～9月6日

49 北海道大学 平成24年8月20日～8月24日

50 産業振興(株) 平成24年8月20日～8月25日

51 フロイント産業(株) 平成24年8月6日～8月10日

52 藤森工業(株) 平成24年8月4日～8月9日

53 スガノ農機(株) 平成24年8月28日～9月5日

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－１－１３ 

函館工業高等専門学校における文部科学大臣認定技能の認定審査の合格に係る学修に関する規則

（抜粋） 

 

○函館工業高等専門学校における文部科学大臣認定技能の認定審査の合格に係る学修に関する規則 

  

平成 7 年 12 月 18 日 

 函高専達第 12 号 

(趣旨) 

 第 1 条 この規則は，函館工業高等専門学校学則第 28 条の 3 の規程に基づき，文部科学大臣の認定を受けた技

能審査及び国又は民法第 34 条法人その他の団体による知識・技能審査(以下「技能審査」という。)の合格又は成

果に係る学修(以下「特別学修」という。)による単位修得の認定に関し，必要な事項を定める。 

 (定義) 

 第 2 条 本校において，単位の修得を認定することができる技能審査は，次の各号に掲げるものとする。 

 一 実用英語技能検定試験 

 二 工業英語能力検定試験 

 三 TOEIC 

  ・ 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 

資料５－１－１２ 

平成 24 年度「学外実習」集計表 

Ｈ24年度学外実習，インターンシップ実習先

民間 大学 官公庁 計 在籍者数 参加率（%）

機械 44 3 47 53 88.7

電気電子 34 3 37 42 88.1

情報 41 1 42 44 95.5

物質 43 1 44 47 93.6

環境都市 33 11 44 47 93.6

本科計 195 8 11 214 233 91.8

生産 14 14 14 100.0

環境 6 6 6 100.0

専攻科計 20 20 20 100.0

合計 215 8 11 234 253 92.5

Ｈ24年度学外実習，インターンシップ実習期間別一覧

1週間未満 1週間 1～2週間 2週間 2週間以上 計

機械 32 1 13 1 47

電気電子 31 4 2 37

情報 30 12 42

物質 34 8 2 44

環境都市 38 6 44

本科計 165 5 41 3 214

生産 14 14

環境 6 6

専攻科計 20 20

合計 165 5 41 0 23 234  

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－１－１４ 

平成 24 年度特別学修による単位修得認定者一覧 

　　修得認定科目等

申　　請　　者 学　　　　科 学　　　　年 合格した技能審査の名称 学年 科　目 単位

1 機械工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

2 電気電子工学科 ５年 実用英語技能検定２級 ５年 英語演習 1

3 電気電子工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

4 電気電子工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（５５０点以上） ５年 英語演習 1

5 情報工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

6 情報工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

7 物質工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

8 物質工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（４５０点以上） ５年 英語演習 1

9 環境都市工学科 ５年 ＴＯＥＩＣ（５５０点以上） ５年 英語演習 1

10 機械工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

11 機械工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

12 機械工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

13 電気電子工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

14 情報工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

15 情報工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

16 情報工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

17 物質工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2

18 物質工学科 ４年 実用英語技能検定２級 ４年 英語演習 2  

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－１－１５ 

函館工業高等専門学校学生の転科に関する規程 

 

○函館工業高等専門学校学生の転科に関する規程 

平成 8 年 12 月 16 日 

函高専達第 6 号 

(趣旨) 

 第 1 条 この規程は，函館工業高等専門学校学則第 21 条の規程による転科(以下「転科」という。)について，必要な事項を定める。 

 (願出) 

 第 2 条 転科を希望する者は，転科願(様式 1)により，学級担任を経て，校長に願い出なければならない。 

 2 転科を願い出ることができる者は，次に掲げる各号に該当する者とする。 

 一 第 1 学年又は第 2 学年に在籍する者 

 二 当該学年の一定基準の学業成績を修めた者 

 3 願出の期間は，別に定める。 

 (審議委員会) 

第 3 条 前条の規程による願出のあつた転科の可否について審議するため，審議委員会(以下「委員会」という。)を置く。 

 2 委員会は，次に掲げる者をもつて組織する。 

一 教務主事 

 二 教務主事補 

 三 転科を願い出た者の学科の学科主任及び学級担任 

 四 転科希望のあつた学科の学科主任及び学級担任 

3 委員会に委員長を置き，教務主事をもつて充てる。 

 4 委員長は，委員会を招集しその議長となる。 

 (審議) 

 第 4 条 校長は，第 2 条に規程する願出があつたときは，その転科の可否について委員会に諮問する。 

 2 委員会は，転科希望のあつた学科に学力試験及び面接等を付託する。 

3 委員会は，前項の規程による学力試験及び面接等の結果に基づき審議を行い，校長にその結果を答申する。 

 (許可) 

 第 5 条 校長は，前条第 3 項による答申に基づき，教員会議の議を経て転科を許可する。 

 2 校長は，転科を許可した場合は，転科許可書(様式 2)を交付する。 

 (転科後の学年) 

 第 6 条 転科後の学年は，第 2 学年とし，その時期は，学年の始めとする。 

 (修得科目及び修得単位数の読替) 

 第 7 条 転科を許可された学生の転科前の学科で修得した第 1 学年教育課程の科目及びその単位数は，転科後の学科における教育課程

の科目及びその単位数に読替えることができる。ただし，転科前の学科で修得した第 2 学年教育課程の科目及びその単位数の読替につ

いては，この限りでない。 

 2 前項本文の場合において，転科後の学科の教育課程の単位数に不足が生じる場合は，当該学科が，転科を許可された学生に対して

履修すべき科目及び単位数を指定し，これを修得させなければならない。 

 (再転科の制限) 

 第 8 条 この規程による転科の許可は，1 回限りとする。 

 (雑則) 

 第 9 条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は校長が別に定める。 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 

資料５－１－１６ 

転科学生の実例 

  年度 転科学生数 所属学科 → 転科先学科 

１９ １ 環境都市→機械 

２０ ０  

２１ ０  

２２ １ 電気電子→環境都市 

２３ ０  

２４ ２ 電気電子→物質、環境都市→電気電子 
 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－１－１７ 

平成 24 年度外国人留学生日本語シラバス 

 教 科 名        日 本 語（Ｊａｐａｎｅｓｅ） 学修 

学年・学科名 
第４学年 

環境都市工学科 

【担当教官氏名】   非常勤    平松 かおり 

【教官室】      非常勤講師室 内線  6533              

単位数・期間 ２単位 通年必修 週２hr 総時間数 90 時間 （中間試験・自学自習 40hr を含む実時間） 

教 科 書 など       

アカデミック・ジャパニーズ研究会  編著 

「大学・大学院 留学生の日本語」②作文編 ③論文読解編（アルク） 

日本語能力試験１級（N1/N2）レベル 漢字 （スリーエーネットワーク） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

常用漢字 ２１３６字 

自主作成教材 

学習到達目標： 

日本語の四技能（聞く・話す・読む・書く）の定着と向上を目的とする。（E-1,E-2,E-3） 

専門分野のレポート・研究計画書等の論理的な文章が書ける基礎的な文章技術の養成を目的とする。（E-2） 

専門分野について能動的にコミュニケーションができ、的確にプレゼンテーションができる日本語能力の養成を目的とする。

（E-3） 

「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

（Ｅ―１）技術的課題について自分の考えをまとめ、他者と討論できる。 

（Ｅ－２）技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。 

（Ｅ－３）技術的な成果を的確にプレゼンテーションすることができる。  

学習上の留意点： 

授業では日本語使用を原則とする。 

項目終了後練習問題、小テスト等によって内容・理解度・到達度をチェックする。 

評価方法： 

 小テスト（E-2）（50％）、作文（E-1,E-3）（50％）により評価する。 

必要とされる予備知識： 

高度の文法を理解し、常用漢字１０００字以上が読めて書け、語彙８０００語以上を理解している。 

関連する科目： 3年留学生日本語、4年留学生日本事情 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

１ ガイダンス 

２ 日本語能力試験 N１漢字：訓読み 

(１)  動詞Ａレベル①～④ →小テスト 

（２）    〃  ⑤～⑧ →小テスト 

（３） 動詞Ｂレベル①～③ →小テスト 

（４）    〃  ④～⑥ →小テスト 

                  

３ 作文の基本  

（１）表記のしかた 

 （２）文体と書き言葉 

 （３）段落に分ける 

 （４）「は」と「が」 

 

４ 作文 

１ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

１ 

 

 

授業内容の説明及び学習者のニーズレディネス調査 

 

・N１漢字を使う N２以下の動詞漢字の言葉の意味や使い方を学

習し、確認小テストをすることで漢字力をアップさせる。 

・N２以下の漢字を使う N１語の動詞漢字の言葉の意味や使いか

たを学習し、確認小テストすることで漢字力をアップさせる。  

 

 

・原稿用紙の使い方・文字や記号の書き方・句読点の打ち方が

正しく理解できる。 

・だ・である体・連用中止・書き言葉が理解できる。 

・段落内構成（中心文・支持文）・段落の展開が理解できる。 

・「は」と「が」の使い分けが理解できる。 

（１）～（４）の作文の約束事に沿って正しい作文の書き方が

できる。題目についてプレゼンテーションができる。８００字 

    ★前 期 中 間 試 験 ２  

試験返却・解答解説など 

 

５ 日本語能力試験 N１漢字：訓読み 

 

（５） 動詞Ｃレベル①～③ →小テスト 

（６）    〃  ④～⑥ →小テスト 

（７） い形容詞①・②   →小テスト 

（８） な形容詞 副詞等  →小テスト 

（９） 名詞－１      →小テスト 

 

 

 

６ 作文 

１ 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

３ 

・試験問題を通じて間違った箇所を理解できる。 

 

 

 

・N１漢字を使う N１語の動詞漢字の意味や使い方を学習し確認

小テストをすることで漢字力をアップさせる。 

・い形容詞、な形容詞、副詞などに使われる漢字の意味や使い

方を学習し確認小テストをすることで漢字力をアップさせる。 

・道具、人、衣服、身体、感情を表す名詞に使われる漢字の意

味や使い方を学習し確認小テストをすることで漢字力をアップ

させる。 

 

・文法の誤りが少なく、より論理的な文章が書ける。 

６００～８００字 

★前 期 期 末 試 験   

 
 

（出典 平成 24 年度授業計画書 環境都市工学科） 
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資料５－１－１８ 

平成 21 年企業および修了生・卒業性へのアンケート調査結果 P4 

 

（出典 H21 企業および修了生・卒業生へのアンケート調査結果報告書） 
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（分析結果） 

 

平成 21 年企業および修了生・卒業性へのアンケート調査結果 P18 

 

（出典 H21 企業および修了生・卒業生へのアンケート調査結果報告書） 
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資料５－２－１ 

専門科目における授業形態の割合表 

*幅があるのは選択科目の選び方による

（コンピュータを用いたプログラミング、CAD、情報リテラシ、練習問題の解法、製図等）

（創造実験（ＰＢＬ）、卒業研究を含む）

・ 注意　： シラバスからの複数の形態（例えば、分類②と分類③の内容を同一授業科目内で実施している場合）をとる場合、

その単位数を分配して計算した。（例えば、機械工学科１年の機械創造演習Ⅰ（３単位）は四半期

（前期中間～前期期末）分はCADを用いるので、分類②として3/4、分類③として3×3/4単位を分配した。

分類①

分類②

分類③

総単位数
（選択科目単位数）

機械工学科

45.33～47.33単位　*

（51.5～53.8％）

51.33単位
（58.3％）

49.2～49.6単位　*

（55.9％～56.4％）
55～56単位　*

（62.5％～63.6％）

分類①　；　講義主体の授業

分類②　；　演習主体の授業

分類③　；　実験・実習主体の授業

25単位
（28.4％）

12.25～14.25単位　*

（13.9～16.2％）

8.33単位
（9.5％）

10単位
（11.4％）

13～13.4単位　*

（14.8％～15.2％）

電気電子工学科 情報工学科 物質工学科 環境都市工学科

50単位
（56.8％）

88単位
（8単位）

88単位
（3単位）

88単位
（6単位）

88単位
（9単位）

88単位
（3単位）

8～9単位　*

（9.1％～10.2％）

28.42単位
（32.3％）

29.67単位
（33.7％）

26.67単位
（30.3％）

25.4単位
（28.9％）

 

（出典 学生課教務係資料） 

資料５－２－２ 

一般科目における授業形態の割合表 

（国語演習、情報リテラシー（コンピュータ）、e-learning、LL（英語）など）

（物理・化学（各１単位分）の実験、スポーツ科学など）

58単位
（73.4％）

11単位
（13.9％）

10単位
（12.7％）

79単位
（4単位）

分類①　；　講義主体の授業

分類②　；　演習主体の授業

分類③　；　実験・実習主体の授業

総単位数
（選択科目の単位数）

分類①

分類②

分類③

単位数（全学科）

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－２－３ 

平成 24 年度英語表現シラバス 

教 科 名       英語表現 （ English Expression ）  

学年・学科名 
第３学年 

  機械工学科   

【担当教員氏名】    常勤    奥崎 真理子 

【教員室】   講義棟３ 階        内線  6383             

単位数・期間 ２単位    週２時間   通年  必修   総時間数 60 時間      

教科書など       Read Aloud! An Introduction to the Sci-Tech World（アルク） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

語学演習室, CALL(Computer Assisted Language Learning)教材:英検キャット・アルクネット

アカデミー・発音矯正ソフト他, プリント教材 

学習到達目標： 

（１）教科書の科学技術英文の速読演習を通して，基礎的な英語コミュニケーションの理解力を身につける。（E） 

（２）CALL 学習を通じて英語表現を学習し，基礎的な英語コミュニケーションの表現力を身につける。（E） 

「函館高専教育目標」との関連：（E）. 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

学習上の留意点： 

・60 分～70 分は教室での学習， 40 分～30 分は語学演習室での学習を基本的な授業構成とする。 

・教科書不備は最終成績の減点対象とする。特別欠席以外は，追試を行なわない。 

・後期の期間中に、3 年生の英語力を測る実力テストを実施する予定である。 

評価方法：各期の成績は，定期考査を(E)80％，ノート課題（E）10％と発音テスト(E)10％で評価する。 

教科書忘れ１回につき減点 1 点。各期の成績の平均値を学年最終成績とする。 

必要とされる予備知識：高専 2 年生までに学習した英語の授業で学んだ知識 

関連する科目：英語演習 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1.  ガイダンス： 授業の進め方や評価方法，

CALL 学習について、課題・発音テストの説明 

2.  Unit１と CALL 学習 

3.  Unit2 と CALL 学習 

4.  Unit3 と CALL 学習 

5． 前期中間の総復習 

6. 発音テスト 

2 

 

2 

2 

2 

2 

2 

・学年末迄に身につけたい各自の学習到達目標を自覚で

きる。授業理解に必要な予習と復習の内容を確認できる。 

・2～4 の授業において： 

 教科書の Unit の内容を把握し、正しく音読できる。 

 文法の要点を理解し、CALL 学習で文法補強ができる。 

・前期中間期間の学習理解を深め、応用力を身につける。 

・既習 Unit を正しく音読し、課題文を正しく暗唱できる。 

    ★前 期 中 間 試 験 2  

7.  試験答案返却・解答解説 
8.  Unit4 と CALL 学習 

9.  Unit5 と CALL 学習 

10.  Unit6 と CALL 学習 

11． 前期期末の総復習 

12. 発音テスト 

13．TOEIC 模擬試験 

2 
2 

2 

2 
2 

2 

2 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

・8～10 の授業において： 

 教科書の Unit の内容を把握し、正しく音読できる。 

 文法の要点を理解し、CALL 学習で文法補強ができる。 

・前期期末期間の学習理解を深め、応用力を身につける。 

・既習 Unit を正しく音読し、課題文を正しく暗唱できる。 

・TOEIC テストの問題形式を知る。 

★ 前 期 期 末 試 験   

14.試験答案返却・解答解説 2 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

15.  Unit7 と CALL 学習 

16.  Unit8 と CALL 学習 

17.  Unit9 と CALL 学習 

18． 後期中間の総復習 

19. 発音テスト 

20. 実力判定テスト 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

・15～17 の授業において： 

 教科書の Unit の内容を把握し、正しく音読できる。 

 文法の要点を理解し、CALL 学習で文法補強ができる。 

・後期中間期間の学習理解を深め、応用力を身につける。 

・既習 Unit を正しく音読し、課題文を正しく暗唱できる。 

・外部試験を用いて英語の実力を測定する。 

★後 期 中 間 試 験 2  

21.  試験答案返却・解答解説 
22.  Unit10 と CALL 学習 

23.  Unit11 と CALL 学習 

24.  Unit12 と CALL 学習 

25． 後期期末の総復習 

26. 発音テスト 

27．TOEIC 模擬試験 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 
・22～24 の授業において： 

 教科書の Unit の内容を把握し、正しく音読できる。 

 文法の要点を理解し、CALL 学習で文法補強ができる。 

・後期末期間の学習理解を深め、応用力を身につける。 

・既習 Unit を正しく音読し、課題文を正しく暗唱できる。 

・TOEIC テストの問題形式を知る。 

★ 学 年 末 試 験   

試験答案返却・解答解説 2 試験問題を通じて間違った箇所を理解できる 

  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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（分析結果） 

  本校の教育目標に照らして授業形態はバランスよく配置されている。それぞれの教育内容に応じ

た学習指導法の工夫もなされており，適切である。 

資料５－２－４ 

平成 24 年度国語演習シラバス 

教 科 名       国 語 演 習（Practice in Japanese） 

学年・学科名 
第 ２ 学年 

 機械工学科   

【担当教員氏名】   泊  功    常勤 

【教員室】 実験棟３階       内線 ６３６５             

単位数・期間  ２単位   週 ２ 時間  通年  必修  総時間 ６０ 時間         

教科書など       国語表現Ⅱ 改訂版（教育出版） 

補 助 教 材       

参 考 書など 

①演習用プリント（必要時に配布する） 

②「パスポート国語必携」（桐原書店）※定期試験の範囲であり、定期的に小テストを行う。 

③国語辞典（電子辞書も可） ※教科書に加えて、以上の①～③は毎回の授業に必備とする。 

④「図説国語」（東京書籍）※必要時に指示する。 

⑤授業は第一視聴覚室です。 

学習到達目標： 

①相手の話を集中して聞き、場に応じたアーギュメント（根拠と主張からなる発言）形式による発言ができる。 

②収集した情報・データ（根拠）から、推測・演繹・帰納などによって論拠（根拠と主張・結論をつなぐもの）を

明らかにしつつ、論理的な結論を導くことができる。 

③パブリックスピーキング（公共の場での発言・発表・対話）を説得的に展開できる。 

④インタビュー・ブレーンストーミングなど様々な情報収集法や発想法を適切に応用できる。 

⑤上記の形式に習熟し、多面的なコミュニケーション能力を獲得する。 

⑥ドリルを利用して日本語の言語感覚に敏感になる。 

函館高専教育目標との関連： 

(E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者。 

学習上の留意点： 

①グループ活動における作業過程・発表はグループ全体責任であり、評価もまた同様とする。しかし、グループ内

に著しく非協力的な個人がいる場合は個別に減点対象とすることもあり得る。 

②課題未提出者や発表欠席者は、原則として、該当する課題の得点を与えないものとする。特に理由のある者は、

事前に申し出ること（緊急を要する理由以外は、事後報告は認めない）。欠課した場合は必ず課題の有無を確認

すること。 

③発表の基礎としてのリテラシー（読み書き能力）は重要である。授業では当然「書く」課題も重視する。 

④原稿用ファイルなど、紙の各種ドキュメント（授業中に配布したプリントや自分やグループで作った文書作品）

を保管する A4クリアファイル１冊を必ず用意すること（最初の授業で改めて指示する）。これらはポートフォリオ

（書類入れ）として、自己の学習成果の確認に用いるとともに、自分の成績の証明となる。  

評価方法：評価は、各発表・課題（計 12 回予定）60％（E）、定期試験（計２回）40％（E）とする。 

必要とされる予備知識：公的な場できちんと話せる日本語力 

関連する科目：日本語を使用するあらゆる科目 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

１ガイダンス 

２スピーチ・自己紹介（課題①） 

３朗読 ② 

５書評を書こうⅠ－GWは本を片手に－ ③ 

５日本語ドリル 

１ 

２ 

２ 

５ 

１ 

授業の進め方、評価の仕方などを理解する。 

パブリックスピーキングを理解する。 

任意の文学作品を選んで聴衆の前で朗読できる。 

任意の著作を読み、自分の観点で批評して意見を言える。 

必要な日本語知識を身につける。 

    ★前 期 中 間 試 験 ２  

試験答案返却・解答解説 １ 解説を通して、自分の間違った箇所を理解できる。 

６ディベートⅠ（前半）④ 

６ディベートⅠ（後半）⑤ 

８ 

６ 

ディベートの方法・意義を理解できる。 

チームでディベート試合を展開できる。 

★ 前 期 期 末 試 験   

６ディベートのまとめと反省 ２ 解説を通して、自分の間違った箇所を理解できる。 

７日本語ドリル 

８プレゼンテーション ⑦、⑧ 

９新聞記事を読んで要約する⑨、⑩ 

１ 

６ 

６ 

必要な日本語知識を身につける。 

学科研究室などをチームで取材し、説得的に紹介できる。 

的確な日本語でまとまった文章を要約できる。 

★後 期 中 間 試 験 ２  

試験答案返却・解答解説 １ 解説を通して、自分の間違った箇所を理解できる。 

10 新聞記事内容と自分の意見を発表する⑪ 

11 関心のあるテーマで小論文を書く⑫ 

６ 

６ 

社会現象・事件について自分の意見を発表できる。 

自分の意見を説得的な日本語でまとめることができる。 

★ 後 期 期 末 試 験   

12 ポートフォリオチェック⑫ ２ 解説を通して、自分の間違った箇所を理解できる。 

  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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資料５－２－５ 

平成 24 年度授業計画書（シラバス）の目次 

 

教育目標、複合型教育目標について 

１．函館高専の教育目標、機械工学科教育目標    ……………………… 

 ２．各科目と教育目標との対応表     ……………………… 

３．教育目標に対応した教育課程流れ図     ……………………… 

４．JABEE 対応教育プログラムについて     ……………………… 

５．「複合型システム工学」プログラム学習・教育目標    ……………………… 

 ６．平成２４年度 個人学習目標      ……………………… 

 

科目履修の概要 

１．授業科目の履修      ……………………… 

(1)教育課程 (2)学期と授業時間 (3)授業科目  ……………………… 

(4 試験    (5)試験を受ける場合の注意事項  ……………………… 

  (6)成績評価       ……………………… 

  (7)進級及び卒業の認定     ……………………… 

(8)学生の自主的に修得した学修の単位認定   ……………………… 

  (9)遅刻・欠席等 (10)休学・退学等   ……………………… 

(11)特別欠席等 (12)実験・実習における安全確保 (13)転科 ……………………… 

２．見学及び見学旅行      ……………………… 

(1)見学 (2)見学旅行      ……………………… 

３．進学       ……………………… 

 

一般科目の教育課程と授業計画 

１．平成２４年度一般科目実施教育課程    ……………………… 

２．第１学年        ……………………… 

３．第２学年        ………………………  

４．第３学年       ……………………… 

５．第４学年       ……………………… 

６．第５学年       ……………………… 

 

専門科目の教育課程と授業計画 

１．平成２４年度専門科目実施教育課程    ……………………… 

２．第１学年       ……………………… 

３．第２学年       ……………………… 

４．第３学年       ……………………… 

５．第４学年       ……………………… 

６．第５学年       ……………………… 

 

あとがき       ……………………… 

 

 

 

 

 

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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（分析結果） 

  教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，内容も適切に整備されており，教員にお

いてはよく活用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また，インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 

 

 

 

 

資料５－２－６ 

平成 24 年度シラバス活用アンケート結果 

 

（学生） 

Ⅱ シラバスについて 

 Ⅱ-1．あなたは授業においてシラバスを活用していますか？ 

学生　認証評価アンケート集計結果（周知度調査）
学年 学科 対象者数 回答数 集計 Ⅰ-1 Ⅰ-3 Ⅰ-5 Ⅱ-1 Ⅲ-1 Ⅲ-2 Ⅲ-3 Ⅲ-4

知っている、活用している等 36.2 75.9 74.7 36.1 81.9 76.7 77.0 17.7

知らない、活用していない等（未回答を含む） 64.1 24.4 25.6 64.2 18.4 23.6 23.3 82.3
本科計割合[％] 93.8

 

 

（教職員） 

Ⅲ シラバスについて 

 Ⅲ-1．あなたは授業においてシラバスを活用していますか？ 

教職員用　認証評価アンケート集計結果（周知度調査）
回収日 学科 対象者数 回答数 集計 Ⅰ-1 Ⅰ-3 Ⅰ-5 Ⅱ-1 Ⅱ-2 Ⅱ-3 Ⅱ-4 Ⅲ-1

知っている、活用している等 86 100 46 100 100 98 76 96

知らない、活用していない等（未回答を含む） 14 0 54 0 0 2 24 4

知っている、活用している等 88.6 97.1 14.3 71.4 62.9 62.9 22.9 11.4

知らない、活用していない等（未回答を含む） 11.4 2.9 85.7 28.6 37.1 37.1 77.1 88.6

知っている、活用している等 88.9 83.3 5.6 55.6 33.3 38.9 16.7 94.4

知らない、活用していない等（未回答を含む） 11.1 16.7 94.4 44.4 66.7 61.1 83.3 5.6

知っている、活用している等 87.4 96.1 28.2 82.5 75.7 75.7 47.6 67.0

知らない、活用していない等（未回答を含む） 12.6 3.9 71.8 17.5 24.3 24.3 52.4 33.0

1月10日

教員 77 64.9

職員

144 71.5

43 81.4

非常勤 24 75

 

 

活用具体例 

 教員 
  ・授業初めのガイダンスにて評価法や目標の説明に活用している 
  ・授業の進捗状況を確認している 
  ・定期試験前の出題範囲の説明 
  ・評価方法の確認 
  ・定期試験の主要テーマの確認 
  ・学習到達目標の確認 
  ・選択科目の説明時 
   など 
 
 本科学生 
  ・評価方法の確認 
  ・各授業の進捗状況の把握 
  ・テスト範囲の確認 
  ・使用教材の確認 
  ・教科書，参考書の確認 
  ・予習 
  ・単位数の確認 

   など 

 

（出典 平成 24 年度教職員，学生アンケート結果） 
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資料５－２－７ 

平成 24 年度機械創造演習Ⅲシラバス 

教 科 名       機械創造演習Ⅲ （ Mechanical Creative Practice Ⅲ ） 

学年・学科名 

第３学年 

機械工学科 

【担当教職員氏名】常勤 山田 誠,本村真治 

    高橋一英,藤巻孝之,石田 豊,阿部 努,川合政人 

【教員室】 実験棟３階  内線 6409（本村） 

単位数・期間 ２単位    週４時間   後期    総時間６０時間   必修 

教科書など        

補 助 教 材       

参 考 書など 
自作プリント 

学習到達目標：与えられた共通課題もしくは独自の課題を設定し，その課題を解決するための機械（ミニロボッ
ト）の製作をグループ単位で実施する.最終的には製作の全プロセスをまとめ，発表会（競技や実演を含む）等に
より成果を公表する.学生が主体的に取り組み，アイデアの構想から，設計・製図・製作・制御・報告（まとめ）
といった一連のものづくりのプロセスを体験することで，機械技術者として必須となる発想力と実践力を養成す
る.また，２年と３年の合同チームで活動することで，協調性や責任感，指導力を養成する.具体的には以下を到達
目標とする. 
 1）課題解決に向けたアイデアをグループ内で検討し，企画書としてまとめることができる. 
 2）アイデアをもとに，2D/3D-CAD を用いてモデリングおよび製作図を作成できる. 
 3）製作図に基づいて機械部品の製作・組立ができる. 
 4）リレーやスイッチを用いてモータ等の制御ができる. 
 5）全プロセスをホームページを利用してまとめ，情報発信ができる. 
函館高専教育目標との関連： 
 (A) 創造力と実行力を持った技術者 
 (B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 
 (C) 情報技術を活用できる技術者 
 (E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 
 (F) 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

学習上の留意点： 

1)グループ単位での学習であり，協調して取り組むこと. 

2)第２学年との合同授業として実施し，原則として２年生２人と３年生２人の４人で１グループとする. 
3)授業は，内容に応じて教室・創造工房・CAD演習室・工場等で実施するため，事前連絡に注意すること. 

評価方法：定期試験は実施しない.グループ評価 30%と個人評価 70%の割合で評価する.グループ評価は，発表会評
価(C,E)15%，成果のまとめ評価(C,E)15%とする.個人評価は，グループ内での学生相互評価(A,B,C,E,F)20%，指導
教員による評価(A,B,C,E,F)40%，作品の完成度評価(A,B)10%とする. 授業態度の悪い場合は減点する． 
必要とされる予備知識：工作技術，製図基礎，電気回路 
関連する科目：機械創造演習Ⅰ[1年]，機械創造演習Ⅱ[2年]，機械工作実習[1,2,3 年]，機械設計製図[2年] 

授 業 内 容 

授  業  項  目 時間 各 項 目 到 達 目 標 

1. ガイダンス 

 

2. アイデア創出 

 

 

3. 製作図面作成 

 

4. 加工・組立 

 

5．鋳造品仕上加工 

 

 

6. モデリング 

 

7. まとめ 

 

 

8. 報告 

1 

 

7 

 

 

8 

 

24 

 

4 

 

 

4 

 

8 

 

 

4 

･学習意義，学習目標，進め方，評価方法を理解する. 

･テーマ説明，班分け，役割分担 

･グループ毎にアイデアを検討し，ロボット名，機能，概略構想図(ポンチ絵)，

動作概要等を含む企画書としてまとめることができる. 

 

･具体的に形状等を検討し，2D-CAD を用いて製作図を作成できる. 

 

･各種工作機械等を用いて必要な部品を加工し，組立てることができる. 

 また，スイッチやリレーを用いてモータ等の制御ができる. 

･プレート状アルミ鋳造部品の仕上げ加工ができる. 

(機械工作実習との連携，8人×5週で実習工場にて演習を実施) 

 

･3D-CAD を用いて製作したロボットをモデリングできる. 

 

･ホームページを用いて成果を情報発信できる.また，全プロセスを報告書と

してまとめることができる. 

 

･発表会において，各班の取り組みについて説明できる. 

共通課題の具体例 

１）競技名「積み木競争」：フィールドに置かれた積み木を拾い，フィールドに置かれたテーブルに高く積み上

げる競技.より高いテーブルへ積むための工夫と機動性が必要. 

 ２）競技名「的当て競争」：ストラックアウトを模した的当て競合.オブジェを飛ばし,あるいは長いアームを伸

ばして突っつくなどアイディアに工夫が必要． 

  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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資料５－２－８ 

専門における創造科目および PBL 型授業科目と単位数 

機械工学科 電気電子工学科 情報工学科 物質工学科 環境都市工学科

単位数計 ８．５単位 ７．５単位 ４単位 ４単位 ４単位

・創造デザイン演
習
　（２年生２単位）

・創造設計製作演
習
　（４年生２単位）

創造科目
及び

ＰＢＬ型
授業

・機械創造演習Ⅰ
　（１年生３単位）

・機械創造演習Ⅱ
　（２年生２単位）

・機械創造演習Ⅲ
　（３年生２単位）

・課題研究
　（４年生1.5単位）

・創造デザイン
　（１年生１単位）

・創造実験Ⅰ
　（２年生２単位）

・創造実験Ⅱ
　（３年生２単位）

・工学応用実験Ⅰ
の一部
　（４年生2.5単位）

・情報創造実験Ⅰ
　（２年生２単位）

・情報創造実験Ⅱ
　（４年生２単位）

・物質工学創造演
習
　（２年生２単位）

・物質工学創造実
験
　（４年生２単位）

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－２－９ 

平成 24 年度卒業研究シラバス 

      教科名  卒業研究（ Graduation Research ） 

学年・学科名 
第５学年 

 電気電子工学科 

【担当教員氏名】  常勤  電気電子工学科教員全員 

          常勤  一般理数系 佐藤博保          

単位数・期間 １０単位 週１０時間(前期８時間，後期 12時間)  通年  必修  総時間３００時間    

本学科では，１年創造デザイン，２年創造実験Ｉ，３年創造実験 II，４年工学応用実験 I，５年卒業研究を

通じて，一貫した創造教育プログラムを実施する。本プログラムでは，知識を詰め込むだけではなく，自ら積

極的に考え，自主的にテーマに取り組ませることにより，「ものづくり」に優れた技術者の育成を目標とする。 

 

学習到達目標： 本科目で達成すべき目標は以下の通りである。 

1. 研究目的を達成するために，計画的に継続して研究を遂行できる。（A-1） 

2. 研究を行うための主となる専門分野の基礎知識，およびそれらと複合するための他の専門分野の基礎知識を

持っている。（B-3） 

3. 卒業研究を通じて，専門工学における基礎技術を身につけることができる。（B-4） 

4. コンピュータやプログラミングなどの情報機器・技術を活用して，データ解析・整理，論文作成，発表用料

の作成などを行うことができる。（C-3） 

5. 研究を進めていく過程で，他者と議論する力を身につけることができる。（E-1） 

6. 研究内容を論理的かつ正確に文書（英語によるAbstract を含む）にまとめることができる(E-2)，(E-4) 

7. 研究内容を的確にプレゼンテーションできる。(E-1)，(E-3) 

8. 研究に必要な知識・技術を身につけ，応用することができる。(F-1) 

9. 研究を進める中で試行錯誤を繰り返しながら，問題解決に最適な方法を提案することができる。(F-2) 

 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

A.創造力と実行力を持った技術者 

(A-1) 自ら仕事を計画して継続的に実行し，まとめ上げることができる。 

B.専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-3) 主となる専門分野の基礎知識，およびそれらと複合するための他の専門分野の基礎知識を持っている。 

(B-4) 実験や実習，演習を通して専門工学における実践的な基礎技術を身につけている。 

C.情報技術を活用できる技術者 

(C-3）情報の収集，整理およびプレゼンテーションに，コンピュータなどの情報技術を用いることができる。 

E.多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(E-1) 技術的課題について自分の考えをまとめ，他者と討論できる。 

(E-2) 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。 

(E-3) 技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる。 

(E-4) 国際的なコミュニケーションを行うための基礎的な英語理解力および表現力を持っている。 

F.問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

(F-1) システムを構成する要素技術についての知識を持ち，その知識をシステムの組み上げに応用できる。 

(F-2) 問題解決のために複数の解決手法を考案し，それらを評価してその中から最適な解決策を提案できる。 

 
 

（出典 平成 24 年度授業計画書 電気電子工学科） 
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資料５－２－１０ 

平成 24 年度学外実習シラバス 

教 科 名       学 外 実 習   （ On the Job training ） 

学年・学科名 
第 ４ 学年 

   機械工学科 

【担当教員氏名】 常勤  古俣 和直 

【教員室】2階 材料実験準備室         内線 6411   

単位数・期間 １単位  夏期休暇中（７月末～８月末）に１週間以上の実施期間     選択 

教科書など        

補 助 教 材       

参 考 書など 
 実施先からの会社案内など 

学習到達目標： 

企業での実習を通して実践的な感覚を養い，学校で習得した専門知識や技術に裏づけを与え，与えられた課題

に適用することを通して実社会の生きた知識を身に付け，社会に貢献することの意義を理解する(D-3)．さらに，

実習で得られた技術的成果を論理的な文書で報告書にまとめ(E-2)，実習報告会において情報技術を活用したプレ

ゼンテーションにより，実習の成果を的確に伝える能力を身に付ける (C-3)(E-3)． 

「函館高専教育目標」および「複合型システム工学」プログラムの学習・教育目標との関連： 

Ｃ．情報技術を活用できる技術者 

（C-3） 情報の収集，整理およびプレゼンテーションに，コンピュータなどの情報技術を用いることができる． 

Ｄ．社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

（D-3） 技術者としての実務を理解するとともに，社会に貢献することの意義を理解している． 

Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

（E-2） 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる． 

（E-3） 技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる． 

学習上の留意点： 

 実習開始は，実習期間の概要等を事前に承知しておくとともに，学外実習の主旨，目的を把握しておくこと．

また，実習期間中は学外実習に専念し，学外実習生であることを自覚して，その行動や言動に責任を持ち，礼節

を守ること． 

評価方法： 

 実習報告書(E-2)40％，実習報告会(C-3,D-3,E-3)30％，実習先および実習担当者による成績評価(D-3)30％の割

合で評価する．  

必要とされる予備知識： 

関連する科目： 

授 業 内 容 （学外実習手続きの流れ） 

授  業  項  目 各 項 目 到 達 目 標 

実習期間決定前 

1)実習履修願いの提出 

2)実習希望調査書の提出 

 

１）実習を希望する場合は「履修願」を担任に提出すること． 

２）指定された書式の「実習希望調査書」を担任に提出すること． 

実習期間決定後 

1)実習申込書の提出 

2)誓約書の提出 

3)災害保険契約締結 

 

１）指定された書式の「実習申込書」ならびに「契約書」を担任に提出すること． 

２）指定された「災害保険契約」を結ぶこと． 

実習開始前 

1)実習証明書の受領 

2)実習心得の受領 

3)旅行届の提出 

 

１）所持品は指定された物の他，身分証明書，健康保険証，印鑑等を持参すること． 

２）実習期間中の連絡場所を家人に連絡すること． 

３）指定された時間および場所を確認すること． 

４）出発日や帰還日を担任に連絡し，事前に「実習旅行届」を教務係に提出するこ

と． 

５）積極的に事前研修に努めること． 

実習期間中 

1)実習履修願いの提出 

2)実習希望調査書の提出 

 

１）持参した実習証明書は，実習担当者に提出すること． 

２）実習生としての責任を十分自覚し，不用意な言動や行動は固く慎み，礼儀正し

く対応するように努めること． 

３）機械・器具の取り扱いは，自分勝手な判断や知ったかぶりせず，指導員の指示

に従うこと．実習内容や機器の取り扱いで不明な点は質問する等，十分に理解

した上で実習に取り組むようにすること．また，使用物品の整理・整頓に心が

けること． 

実習終了後 

1)実習履修願いの提出 

2)実習希望調査書の提出 

１）実習後の予定（帰還日，旅行経路等）に変更がある場合には，担任および家人

に電話等で必ず連絡すること． 

２）指導者およびお世話になった方々に，必ずお礼の挨拶をすること． 

３）実習機関で知り得た機密事項は，口外しないこと． 

４）指定の「実習報告書」を担任に提出し，「実習報告会」の準備をすること． 

  

（出典 平成 24 年度授業計画書 機械工学科） 
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（分析結果） 

資料５－２－１１ 

平成 24 年度学外実習報告会目次の例と発表の様子 

発表順 日付 開始 終了 出席番号 氏名 研修企業名

1 10/6 13:05 ～ 13:15 カネカ

2 13:15 ～ 13:25 セイコー・エプソン

3 13:25 ～ 13:35 キヤノン

4 13:35 ～ 13:45 北海道ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

5 13:45 ～ 13:52 北海道ｴｱ･ｳｫｰﾀｰ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

6 14:00 ～ 14:10 メデック

7 14:10 ～ 14:20 北海道電力(株) 知内発電所

8 14:20 ～ 14:30 日本原子力研究開発機構

9 14:30 ～ 14:40 函館どつく(株)

10 14:40 ～ 14:47 函館どつく(株)

11 14:55 ～ 15:05 (株)アイ・エイチ・アイ マリンユナイテッド

12 15:05 ～ 15:15 ビューテック

13 15:15 ～ 15:25 横河ブリッジホールディングス

14 15:25 ～ 15:35 (株)タイヨー製作所

15 15:35 ～ 15:42 (株)タイヨー製作所

 

 

 

（出典 平成 24 年度機械工学科学外実習発表会） 
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資料５－３－１ 

特別教育活動指導要項（抜粋） 

○特別教育活動指導要項 

 昭和 46 年 5 月 17 日 

 制定 

 特別教育活動指導要項 

 1 目的 

 この要項は，函館工業高等専門学校の授業科目以外の教育活動について，その指導要項を定めることを目的とす

る。 

 2 指導の目標 

 教員の学生及び学生相互の人間的な触れ合いを基盤として，望ましい集団活動を通じて充実した学校生活を経験

させ，心身ともに健全でかつ調和のとれた人格をもつた社会人の育成に資することを目標とする。 

 3 活動内容 

 (1) 学級指導 

 学級は，学校における生活の基礎的な場であり，集団で行うホーム・ルームと個別指導を通じて，主として次の

指導を行う。 

 ア 個人としての生き方に関すること。 

 イ 集団生活への適応に関すること。 

 ウ 学業生活，進路の選択に関すること。 

 (2) 学校行事 

 学校行事は，主として全校又は学年，あるいはこれに準ずる集団による活動とし，行事の種別は次のとおりとす

る。 

 ア 儀式的行事 

 入学式，卒業式 

 イ 研修的行事 

 学年別宿泊研修，講演会 

 ウ 体育，文化的行事 

 遠足，体育祭，冬期スポーツ大会，学生会，予餞会，その他 

 (3) 学生活動 

 学生活動は次のとおりとし，その内容は，学生準則及び環境美化に関する指導要項に定めるとおりである。 

 ア 学生会活動 

 イ クラブ等の活動(遠征，合宿研修を含む。) 

 ウ 美化委員活動 

 4 指導計画等 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料５－３－２ 

平成 24 年度特別活動（LHR＋行事）活動計画 

学級担任

実施

ﾁｪｯｸ

12(木) クラス役員選出・生活意識調査 1 ?

19(木) 数学テスト 1 ?

27(木) 学生相談室グループワーキング 1 ?

3

10(木) スタディーサポート（国語・数学） 1 ?

17(木) スタディーサポート（英語・学習状況） 2 ?

24(木) 学年集会（初めての試験に向けて） 2 ?

31(木) 前期中間試験試験勉強 1 ?

6

14(木) 席替え等 1 ?

21(木) 前期中間試験の反省 1 ?

28(木) GTEC 2 ?

4

5(木) キャリアデザイン講座 1 ?

10(火) 性に関する講演会 1 ?

19(木) 飲酒に関する講演会 1 ?

3

8 2(木) 夏休みの注意事項の確認 1 ?

1

17

学級担任

実施

ﾁｪｯｸ

4(木) 後期に向けての指導，席替え 1 ?

11(木) 高専祭について 1 ?

18(木) 避難訓練に向けての指導 1 ?

25(木) 諸連絡、個人面談 1 ?

4

1(木) いじめについての指導 1 ?

8(木) 冬季スポーツ大会の選手選考 1 ?

2

6(木) 諸連絡、席替え 1 ?

20(木) 前期中間試験の反省 1 ?

2

10(木) 学年末に向けての指導 1 ?

17(木) 諸連絡、個人面談 1 ?

24(木) 諸連絡、個人面談 1 ?

31(木) 学年末試験試験勉強 1 ?

4

2 14(木) 春休みの過ごし方についての指導 1 ?

1

13

小計

小計

1

小計

　

実施計画

5

（　宮崎　真長　）

日（曜日）

＜後　期＞ （　宮崎　真長　　）

平成２４年度　特別活動実施報告（前期）

（　機械工　）　学　科　　　　　　　　　　　　　　　1　　学　　年

小計

小計

＜前　期＞

計（後期）

6

　

10

小計

時間

　計（前期）

実施月 時間

実施月 日（曜日）

備　　考（補足・修正）実施内容

小計

4

小計

7

備　　考（補足・修正）

小計

小計

12

11

 

（出典 教務委員会資料） 
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資料５－３－３ 

平成 24 年度校外ホーム・ルーム（バス特活）指導計画書 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－３－４ 

平成 24 年度見学旅行指導計画書（情報工学科） 

 

（出典 学生課教務係資料） 
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資料５－３－５ 

平成 24 年度クラブ・愛好会指導教員名簿 

平成２４年８月２４日現在

団　　体　　名 指　　導　　教　　員 団　　体　　名 指　　導　　教　　員

1 陸上競技部 寿、清野（晃）、宇月原、奥平、田畑 1 ロボット研究会 中村（尚）、本村、川上、浜、森谷

2 男子バスケットボール部 小林、渡辺、三島 2 魚を釣って食べる会 中村（尚）

3 女子バスケットボール部 三島、小林、渡辺 3 コンピュータ研究会 佐藤（恵）、今野

4 卓球部 鹿野、長澤、福島、田淵 4 フリーランニング愛好会 鳴海

5 柔道部 清野（國）、高橋（直）、菅、小玉 5
Ｉ．Ｃ．Ｓ(International
Communication Society)

奥崎、臼田、山下

6 剣道部 澤村、新田、藤原（隆）、片岡 6 創作部 泊、本村

7 バドミントン部 古俣、森谷、後藤（等）、鳴海、小山 7 お茶研究会 臼田、寿

8 硬式野球部 柳谷、東海林、山田（誠）、宮武、佐々木（淳） 8 スタッキング愛好会 剱地

9 アーチェリー部 佐々木（恵）、川上、湊 9 ソフトウェア研究会 小山

10 テニス部 浜、本村、伊藤、近藤、藤原（孝） 10 映画研究会 入江

11 サッカー部 山下、山﨑、永家、下郡 11 マジック愛好会 四宮

12 ラグビー部 浦田、国分、小玉、中村（尚）、下郡 12 次世代デザイン研究会 山田（誠）

13 空手道部 佐藤（恵）、今野、竹花 13 ダーツ愛好会 剱地

14 男子バレーボール部 北見、剱地、宮崎 14 学問探究会 北見

15 女子バレーボール部 奥崎、小山、剱地 15 ボランティア 山下、柳谷

16 水泳部 松代、臼田、山田（一）、上野

17 ハンドボール部 鳴海、寿、河合、森田、佐々木（淳）

18 アウトドア倶楽部 国分

19 吹奏楽部 平沢、入江、片岡、宮武

20 軽音楽部 高田、小原、高橋（眞）

21 埋蔵文化財研究会 中村（和）、高橋（直）

22 将棋部 竹花、松代、佐藤（恵）、今野、切明
（外部コーチ）

（外局）
1 剣道部 加茂　國興

1 学生会 清野（國）、大森、永家 2 ハンドボール部 長谷川　軍司

2 新聞局 太刀川、泊、北見 3 将棋部 高橋　征二

3 応援団 佐藤(博)、中村（尚） 4 男子バスケットボール部 八重樫　孝友

4 文化局 森田 5 空手道部 宮村　浩彦

平 成 ２ ４年 度 ク ラ ブ ・ 愛 好 会 等 指 導 教 員 名 簿

（クラブ） （愛好会）

 

（出典 学生課学生係資料） 
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資料５－３－６ 

平成 24 年度スポーツ安全講習会案内 

クラブ顧問各位 

 

学生委員 清野です。 

 

このメールは全教員に発信しております。不要の方は削除をお願いいたします。 

 

標記の件につきまして，下記の要領で行いますのでよろしくお願いいたします。 

 

日時  ５月２１日（月） １５：１０～ １時間程度 

場所  第１視聴覚室 

内容  テーピング講習 

 

その他   

１．各運動系クラブにおかれましては，テーピングの数の関係上，学生２名以内で 

の参加のご指導をよろしくお願いいたします。（５／１８（金）までに参加学生の 

学年・学科・氏名を学生委員（清野）までお知らせください。） 

２．文化系の団体につきましては今回は参加の必要はありません。 

（出典 学生委員会案内メール） 

資料５－３－７ 

平成 23 年度クラブリーダー研修会案内 

クラブ・愛好会・外局顧問各位 

 

学生委員 清野です。 

 

今年度のクラブリーダー研修会(ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の講習会)を下記 

の日程で実施いたします。 

 

今回は体育系だけではなく、必ず全てのクラブ・愛好会・外局から、4 年生以下 

の代表者を１名以上参加するよう学生へのご指導をよろしくお願いいたします。 

 

なお，本講習会への参加を来年度の団体結成の条件といたしますのでご承知おき 

ください。 

 

日 時 ： 平成２５年１月２５日（金）１６:５０～（１時間程度） 

場 所 ： 第 1 視聴覚室 

 

※ 参加人数の連絡は不要です。 

（出典 学生委員会案内メール） 
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資料５－３－１０ 

平成 24 年度ボランティア活動実績 

平成２４年度学生委員会主催ボランティア活動実績 

 

期 間 内容・場所 引 率 参加学生 

平成 24 年 6 月 7 日 高丘町でのゴミ拾い、草むしり 中村和之 ８名 

平成 24 年 6 月 8 日 高丘町でのゴミ拾い、草むしり 中村和之 １４名 

平成 24 年 7 月 9 日 高丘町でのゴミ拾い、草むしり 中村和之 １５名 

平成 24 年 7 月 10 日 高丘町でのゴミ拾い、草むしり 中村和之 １２名 

平成 24 年 8 月 1 日 高丘町草刈り 中村和之 ９名 

平成 25 年 1 月 15 日 高丘町の除雪 中村和之 １１名 

平成 25 年 1 月 18 日 高専周辺の除雪 中村和之 ９名 

平成 25 年 2 月 13 日 高専周辺の除雪及び砂まき 中村和之 ５名 

平成 25 年 2 月 17 日 高専周辺の除雪及び砂まき 中村和之 ３名 

平成 25 年 2 月 22 日 高専周辺の除雪及び砂まき 中村和之 ３名 

平成 25 年 3 月 8 日 高専周辺の除雪及び氷割り 中村和之 ２名 
 

（出典 学生課学生係資料） 

資料５－３－９ 

平成 24 年度プロ・ゼロ 

 

（出典 学生課学生係資料） 
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資料５－３－１１ 

函館工業高等専門学校学生の表彰に関する規程（抜粋） 

 

○函館工業高等専門学校学生の表彰に関する規程 

 昭和 62 年 10 月 26 日 

 制定  

函館工業高等専門学校学生の表彰に関する規程 

 (趣旨)  

第 1 条 函館工業高等専門学校学則第 50 条の規程に基づく学生の表彰については，この規程の定めるところによ

る。  

(表彰対象者)  

第 2 条 第 1 学年から第 5 学年までの学生における表彰は，次の各号の一に該当する者又は団体について行う。 

 一 卒業までの期間(以下「在学期間」という。)よく学業に励み，極めて優秀な成績を挙げ他の模範となり，課

外活動，学生会活動あるいは寮生会活動等の向上発展に顕著な功績を収めた者 

 二 課外活動，学生会活動あるいは寮生会活動等の向上発展に顕著な功績を収めた者若しくは課外活動等で優秀

な成績を収めた団体 

 三 人命救助，重大事故の未然防止等社会的福祉の維持増進に顕著な功績のあった者 

 四 課外活動及び各種行事開催において努力・貢献した者並びに成果が認められる者，学外において特筆すべき

活動をした者及び新聞雑誌等の取材を受け広報的な意味で本校に大きく貢献した者 

 五 第 3 学年及び第 5 学年進級時の成績が前年度学年末成績より大きく向上した者 

 六 在学期間の出席が良好な者 

 2 専攻科学生の表彰は，次の各号の一に該当する者又は団体について行う。 

 一 修了までの期間の成績が特に優秀でかつ他の学生の模範となったと認められる者 

 二 特別研究発表会の評価が最も高い者 

 三 人命救助，重大事故の未然防止等社会的福祉の維持増進に顕著な功績のあった者 

 四 特筆に価する努力・貢献等のあった者及び団体 

 3 表彰の種別等は，別表の定めるとおりとする。 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料５－４－１ 

函館工業高等専門学校学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規程（抜

粋） 

 

○函館工業高等専門学校学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規程 

  

第 1 章 総則 

 (目的) 

 第 1 条 この規程は，函館工業高等専門学校学則(以下「学則」という。)第 14 条及び第 15 条の規定に基づき，

函館工業高等専門学校における学業成績の評定，各学年の課程の修了及び卒業の認定に関する事項について定める

ことを目的とする。 

 (学業成績) 

 第 2 条 学業成績は，中間成績，期末成績及び学年成績とする。 

 第 2 章 試験 

 (試験) 

 第 3 条 試験は，次のとおり行う。 

 一 定期試験 

 (1) 中間試験 前期及び後期の中間に行う。 

 (2) 期末試験 前期及び後期の期末に行う。 

 二 追試験 

 傷病，忌引，その他やむを得ない理由で試験を受験できなかった者については担当教員が必要と認めた場合に，

追試験を行うことがある。ただし，学年成績提出後は，行わない。 

 三 再試験 

 担当教員が必要と認めた場合に，再試験を行うことがある。ただし，学年成績提出後は，行わない。 

 四 追認試験 

 未修得の科目を有するまま，特例による進級(以下「仮進級」という。)を認められた者の当該科

目は，追認試験を行う。 

 五 卒業特別措置試験 

 卒業判定終了後，第 5 学年において次の各号全てに該当する場合は，卒業特別措置試験を行う。 

 イ 未修得科目が 1科目以内かつ 2 単位以内であること。 

 ロ 不正行為による未修得科目がある場合，当該科目の出席時間数が年間の出席すべき時間数の

10 分の 8 以上あり，かつ在学中に当該科目以外に不正行為を行っていないこと。 

 ハ 出席日数不足による不合格科目については，当該科目の出席時間数が年間の出席すべき時間

数の 10 分の 7 以上あること。 

 2 平素の成績によって評定することができる科目については，前項の規定にかかわらず，試験の

一部又は全部を行わないことがある。 

 第 3 章 学業成績の評定 

 (評定) 

 第 4 条 学業成績の評定は，次のとおり行う。 

 一 中間成績及び期末成績は，試験の成績及び平素の成績によって評定する。評定の時期は，別

に定める。 

 二 学年成績は，各期の中間成績及び期末成績を総合して評定する。評定の時期は，別に定め

る。 

 三 成績の評定は 100 点法を用い，整数で評点する。 

 四 同一科目を複数の教員が担当している場合は，担当教員の合議によって評定する。 

 五 試験以外の方法によって評定を行える科目又は特別の理由のある科目については，中間成績

及び期末成績の評定を行わないことがある。 

 六 正当な理由なく試験を欠席した者及び答案を提出しなかった者の当該科目の試験成績は，0

点とする。 

  ・ 

  ・ 

  ・ 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料５－４－２ 

学生生活の手引き（抜粋） 

 

（出典 平成 24 年度学生生活の手引き） 
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資料５－４－３ 

平成 24 年度保護者懇談会資料 

2012 公開授業一覧 

 

※保護者懇談時の授業について 

（１）担任教員は保護者懇談に従事し、原則として授業と卒業研究を行わない。 

（２） 授業は公開とし、参観は自由とする。授業を参観した保護者にアンケートの記入をお願いする。 

（３）実施した授業はカウントし,教務事務システムに入力する。 

（４）保護者懇談場所は原則各担任教員研究室とし、保護者の待合室は教員研究室廊下とする。 

大講義室、実験室も保護者集合待合室として使用する。 

学

年 

学 

科 

1.2 時間目 3.4 時間目 5.6.7.8 時間目 

担  任  個  人  懇  談 

 

1 

年 

M 情報処理基礎(祐延) 

全
体
懇
談
会
（教
務
・学
生
・キ
ャ
リ
ア
→
寮
務
） 

 

T 

O 

E 

I 

C 
OPEN 

 

科

目

担

当

教

員

は

研

究

室

待

機 

E 電気回路Ⅰ (森田) 電気回路演習Ⅰ(森田) 

J 国語(鳴海) 

C 物理(佐々木(淳)) 

Z 応用地学(小玉) 

 

2

年 

M 機械工作法(近藤) 

E 微分積分(新田) 

J コンピュータアーキテクチャーⅠ(國分) 

C 無機化学(小林) 

Z 国語演習(泊) 

 

3

年 

M 材料力学(川上(健)) 

E 計測工学Ⅰ(森谷) 

J アルゴリズム(後藤) 

C 微分積分(竹花) 

Z スポーツ科学(浦田) 

 

4

年 

M 計測工学(山田(誠)) 

E 高周波工学(石井) 

J プログラミング演習 (東海林) 

C 無機工業化学(鹿野) 

Z 水理学(宮武) 

 

5

年 

M 流体工学(本村) 

E コンピュータ工学(山田(一)) 

J 情報英語演習(藤原(孝)) 

C 有機工業化学(小原) 

Z 応用数学Ⅱ(菅) 

 

（出典 平成 24 年度保護者懇談会資料） 
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資料５－４－４ 

平成 24 年度学生アンケート結果 

Ⅲ 成績評価等について 

 Ⅲ－1．あなたは自分の受講科目の成績がどのように評価されているか知っていますか？ 

(1)  知っている  (2) 知らない 

 Ⅲ－2．あなたの受講科目の成績はシラバスに示された評価方法で行われていますか？ 

(1)  全ての科目で行われている (2) 行われていない科目もある 

 Ⅲ－3．あなたは本校の進級及び卒業（修了）認定規程を知っていますか？ 

(1)  知っている (2) 知らない 

 Ⅲ－4．「知らない」と答えた人は，担任や身近な先生から教えてもらえますか？ 

(1)  教えてもらえる  (2) 教えてもらえない 

 

学生　認証評価アンケート集計結果（周知度調査）
学年 学科 対象者数 回答数 集計 Ⅰ-1 Ⅰ-3 Ⅰ-5 Ⅱ-1 Ⅲ-1 Ⅲ-2 Ⅲ-3 Ⅲ-4

回答（１） 36.2 75.9 74.7 36.1 81.9 76.7 77.0 76.0

回答（２） 64.1 24.4 25.6 64.2 18.4 23.6 23.0 24.0
本科計割合[％] 93.8

 

（出典 平成 24 年度学生アンケート結果） 

資料５－４－５ 

平成 24 年度年間行事予定表（抜粋） 

期

１　　　　　月 ２　　　　　月 ３　　　　　月
｜ ｜ 金前

1 火 ｜ 元　　　日 1 金 ｜会 金後 1 金 予餞会

｜ ↓ (授業休業)

｜

2 水 ｜ 2 土 2 土
｜

冬｜

3 木 ｜ 3 日 3 日
｜

季｜ ↑ 月前 ↑

4 金 ｜ ｜ 4 月 月後 4 月 ｜

｜ ｜ ｜

休｜ ｜ 火前 ｜

5 土 ｜ ｜専 5 火 火後 5 火 ｜

｜ ｜体 ｜

業｜ ｜協 ↑ ｜

6 日 ｜ ｜全 6 水 ｜学 6 水 ｜ 採点締切
｜ ｜国 ｜ ↓

｜ ｜ラ ｜ ↑

7 月 ｜ ｜ク 7 木 ｜年 7 木 ｜閉　　　寮

｜ ｜ビ ｜ ｜

｜ ｜｜ ｜ ｜

8 火 ｜ ｜大 8 金 ｜末 8 金 ｜

｜ ｜会 ｜ ｜

｜ ｜

9 水 ｜開　　 寮 ｜ 9 土 9 土
↓ ↓

木前 ｜

10 木 授 業 開 始 木後 10 日 10 日 ｜

｜

金前 ｜ ｜

11 金 金後 11 月 ｜ 建 国 記 念 の 日 11 月 ｜

｜試 ｜

｜ ｜

12 土 12 火 ｜ 12 火 ｜ 判定会議

｜験 ｜

｜ ｜

13 日 13 水 ｜ 13 水 ｜

↓ ｜

木前 ｜

14 月 成 人 の 日 14 木 （授業として答案返却実施）木後 14 木 ｜

｜

月前 金前 ｜

15 火 月曜授業 月後 15 金 （授業として答案返却実施）金後 15 金 ｜

｜

水前 ｜

16 水 水後 16 土 16 土 ｜ 卒業式

｜

木前 ｜

17 木 第３学年学習到達度試験 木後 17 日 17 日 ｜

（午前：数学、物理） ｜

金前 月前 ｜

18 金 金後 18 月 （授業として答案返却実施）月後 18 月 学｜

｜

火前 ｜

19 土 推薦選抜面接 19 火 （授業として答案返却実施）火後 19 火 年｜

｜

水前 ｜

20 日 20 水 （授業として答案返却実施）水後 20 水 末｜ 春 分 の 日

｜

月前 特別時間割 ｜

21 月 月後 21 木 （後期中間未実施科目授業日） 21 木 休｜

特別指導期間 ｜

火前 ｜

22 火 火後 22 金  入 試 業 務 22 金 業｜

（授業休業） ｜

水前 ｜

23 水 水後 23 土 23 土 ｜

｜

木前 ｜

24 木 木後 24 日  学 力 検 査 24 日 ｜

｜

金前 ｜

25 金 金後 25 月  入 試 業 務 25 月 ｜

（授業休業） ｜

｜

26 土 26 火  入 試 業 務 26 火 ｜

（授業休業） ｜

特別時間割 ｜

27 日 27 水 （後期中間未実施科目授業日） 27 水 ｜

特別指導期間 ｜

↑ 月前 特別時間割 ｜

28 月 ｜ 卒 月後 28 木 （後期中間未実施科目授業日） 28 木 ｜

｜ 特別指導期間 ｜

｜ 業 火前 ｜

29 火 ｜ 火後 29 金 ｜

｜ 研 ｜

｜ 水前 ｜

30 水 ｜ 究 水後 　 30 土 ｜

｜ ｜

｜ 発 木前 ｜

31 木 ｜ 木後 　 　 31 日 ｜

｜ 表 ↓

特

別

指

導

期

間

合格者対象学科説明会及びものづく

り成果の体験・展示会

 

（出典 平成 24 年度年間行事予定表） 
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資料５－４－６ 

学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規程の運用についての申合せ 

 

○学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規程の運用についての申合せ 

 昭和 47 年 12 月 18 日 

 制定 

 学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する規程の運用についての申合せ 

 (目的) 

 第 1 条 この申合せは，函館工業高等専門学校学業成績の評定並びに学年の課程の修了及び卒業の認定に関する

規程(以下「規程」という。)の運用について定める。 

 (中間試験成績及び期末試験成績と学年成績の評定の関連) 

 第 2 条 学年成績の評定は，各期の中間試験及び期末試験の成績をもとに行うものとする。 

 (各科目の欠課時間数と学年成績の評定の関連) 

 第 3 条 各科目の年間を通した欠課時間数が，特別欠席を除き出席すべき時間数(単位数×30 単位時間)の 10 分の

2 を超える者は，その科目の学年成績の評点は，59 点以下とする。 

 2 前項の規程にかかわらず，傷病その他やむを得ない理由があり，出席時間数が年間の出席すべき時間数の 10

分の 7 以上ある場合は，その科目の学年成績の評点は 60 点以上を付与することができる。 

 3 前期又は後期のみを開設期間とする科目において，傷病その他やむを得ない理由があり，出席時間数が年間の

出席すべき時間数の 10 分の 5 以上ある場合は，その科目の学年成績の評点は 60 点以上を付与することができる。 

 4 集中して開設する科目において，欠課時間数が出席すべき時間数の 10 分の 2 を超える者及び前 3 項の適用に

疑義のある者については，教務委員会において審議するものとする。 

 (追試験) 

 第 4 条 追試験は定期試験と同等に扱う。 

 (再試験) 

 第 5 条 再試験の結果による成績の評定は，60 点を上限とする。 

 2 前期のみを開設期間とする科目においては，未修得科目に対し，後期にも再試験及び補講等を行うことができ

る。 

 3 前項の場合において，その評定を行う時期は，教務委員会が別に定める学年末の評定の時期とし，成績の評点

は，60 点を上限とする。 

 (追認試験) 

 第 6 条 未修得の科目を有するまま，特例による進級(以下「仮進級」という。)を認められた者の当該科目につ

いては，担当教員の指導の下で追認試験を行い，その結果を基にして単位の修得を認めることができる。 

 2 追認試験を行う時期等は，教務委員会が別に定める。 

 3 傷病その他やむを得ない理由を持つ場合を含めて，欠課時間数が年間の出席すべき時間数の 10 分の 2 を超え

た者は，担当教員の指導の下で出席時間数の不足分を補わなければ追認試験を受験できない。 

 4 追認試験の結果によって，その単位の修得を認められた場合，成績の評定を 60 点とする。席次は変更しな

い。 

 5 追認試験の結果によって，その単位の修得を認められなかった者は，仮進級した学年で留年とする。 

 (卒業特別措置試験) 

 第 6 条の 2 規程第 3 条第 5 号に該当する者は卒業特別措置試験を行い，その結果を基にして単位の修得を認め

る。 

 2 卒業特別措置試験を行う時期等は，教務委員会が別に定める。 

 3 傷病その他やむを得ない理由を持つ場合を含めて，欠課時間数が年間の出席すべき時間数の 10 分の 2 を超え

た者は，出席時間数の不足分を補わなければ卒業特別措置試験を受験できない。 

 4 卒業特別措置試験の結果によって，その単位の修得を認められた場合は 60 点を上限として，成績の評定を行

うことができる。席次は変更しない。 

 (留年者の再履修科目) 

 第 7 条 出席日数不足による留年でない場合は，卒業研究を除き次の各号に該当する科目の再履修を免除する。 

 一 実験・実習及び設計製図等の科目で，学年成績が 60 点以上の評点を与えられた科目 

 二 第 3 学年においては，実験・実習及び設計製図等以外の科目のうち，学年成績が 80 点以上の評点を与えられ

た科目 

・・・以下 略 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料 5-5-1 

平成 24 年度専攻科 一般科目・専門共通科目教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

（出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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   資料 5-5-2 

平成 24 年度専攻科 生産システム工学 専門展開科目教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-5-3 

平成 24 年度専攻科 環境システム工学 専門展開科目教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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 資料 5-5-4 

専攻科の学習・教育目標（「複合型システム工学」教育プログラム） 

 Ａ．創造力と実行力を持った技術者 

(A-1) 自ら仕事を計画して継続的に実行し，まとめ上げることができる。 

(A-2) チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動できる。 

(A-3) ものづくりのための創意工夫をすることができる。 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-1) 数学および物理や化学，生物などの自然科学の基礎知識を持っている。 

(B-2) 基礎工学（設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，社会技術

系）の基礎知識を持っている。 

(B-3) 主となる専門分野の基礎知識，およびそれらと複合するための他の専門分野の基礎

知識を持っている。 

(B-4) 実験や実習，演習を通して専門工学における実践的な基礎技術を身につけている。 

Ｃ．情報技術を活用できる技術者 

(C-1) 情報処理を行うためのハードウエアやソフトウエアの基礎技術について理解してい

る。 

(C-2) データの計算処理やグラフ化，設計・製図などにコンピュータを活用することがで

きる。 

(C-3) 情報の収集，整理およびプレゼンテーションに，コンピュータなどの情報技術を用

いることができる。 

Ｄ．社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

(D-1) 国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解できる。 

(D-2) 科学技術が人間や社会，自然環境および未来の世代に与える影響を理解し，技術者

の役割と責任を説明できる。 

(D-3) 技術者としての実務を理解するとともに，社会に貢献することの意義を理解してい

る。 

Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(E-1) 技術的課題について自分の考えをまとめ，他者と討論できる。 

(E-2) 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。 

(E-3) 技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる。 

(E-4) 国際的なコミュニケーションを行うための基礎的な英語理解力および表現力を持っ

ている。 

Ｆ．問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

(F-1) システムを構成する要素技術についての知識を持ち，その知識をシステムの組み上

げに応用できる。 

(F-2) 問題解決のために複数の解決手法を考案し，それらを評価してその中から最適な解

決策を提案できる。 

(F-3) 複数の分野の専門技術を組み合わせて，要求を満たすシステムを提案できる。 

                                               （出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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  資料5-5-5 

教育目標と授業科目の流れ（機械＋生産システム平成23年度入学生） 
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(出展：ＪＡＢＥＥ資料 表６） 
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 資料5-5-6 

教育目標と科目の対応表（生産システム工学専攻平成24年度入学生用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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 資料 5-5-7 

シラバスの例（生産システム２年；知能機械） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成24年度専攻科授業計画書） 
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 資料 5-5-8 

他の教育施設や他の専攻において履修した単位の認定 

  

 (他の教育施設において履修した単位の認定) 

 

第 8 条  大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望

する者は，事前に別に定める「受講届」を提出しなければなら

ない。 

2 前項の規定により授業科目を履修し修得した単位については，

16 単位を超えない範囲で専攻科における授業科目の履修とみ

なし，単位の修得を認定することができる。 

 

 

 (他の専攻において履修した単位の認定) 

 

第 9 条  他の専攻で開設されている選択科目で修得した単位は， 8 単位

を限度として，当該専攻における単位として認定することがで

きる。 

 

（出展 函館高専規程集 第１０章 教務函館工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関

する規程（抜粋）） 
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 資料 5-5-9 

公立はこだて未来大学との単位互換協定書 
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                     （出展 はこだて未来大学との単位互換協定書） 
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  資料5-5-10 

海外インターンシップの案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展 平成24年度海外インターンシッププログラム案内より抜粋） 
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 資料5-5-11 

国際会議の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展 ISTS2012開催案内）  
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 資料 5-5-12 

企業および卒業生へのアンケート調査 
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（出展 平成２１年度企業及び修了生・卒業生へのアンケート調査結果報告書（抜粋）） 
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 資料 5-6-1 

シラバスの例（演習授業科目；画像処理工学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-6-2 

シラバスの例（討論型授業科目；環境マネジメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-6-3 

創造実験(PBL)テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展 平成 24 年度後期 PBL テーマ担当者一覧表）  
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 資料 5-6-4 

創造実験（ＰＢＬ）成果発表会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出展：平成 24 年度創造実験成果発表会） 
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 資料5-6-5 

専攻科シラバス執筆要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出展 平成24年度授業計画書執筆要領）  
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（出展 平成24年度授業計画書執筆要領） 
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 資料5-6-6 

教員のシラバス活用度アンケート結果 

 

 

  

 

 

 

     結果：  

教員      ・・・ 95%が活用 

非常勤講師・・・ 94.4%が活用 

 

（出典 平成24年度教員アンケート （平成24年12月実施）） 

 

 

資料5-6-7 

学生のシラバス活用度アンケート結果 

 

 

  

 

 

 

     結果：  

学生      ・・・ 73.2%が活用 

 

 

（出典 平成24年度学生アンケート （平成24年12月実施）） 
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 資料 5-6-8 

インターンシップ実施状況 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （出展 平成24年度インターンシップ報告会プログラム） 
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 資料 5-6-9 

インターンシップ報告会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （出展 平成24年度専攻科インターンシップ報告会 ） 
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資料 5-7-1 

シラバスの例（一般２年；比較文学論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-7-2 

シラバスの例（一般２年；科学技術史概論） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-7-3 

シラバスの例（一般２年；マーケティング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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資料 5-7-4 

特別研究 I シラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   （出展 平成 24 年度専攻科授業計画書） 
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  資料 5-7-5 

学協会発表リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （出典 平成 24 年度 学会発表参加状況 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間 大会名等 開催場所 クラス 氏名

H24.5.17 電子情報通信学会　アドホックネットワーク研究会 豊橋技術科学大学 ２Ｓ 神能　孝誠

H25.6.1 日本材料科学会講演大会 工学院大学 ２Ｋ 吉崎　大和
H24.6.2～6.3 第４５回土木計画学研究発表会 京都大学 ２Ｋ 阿部　泰成

２Ｋ 佐藤　彰則
１Ｋ 松宮　卓也

H24.8.30 日本食品科学工学会第５９回大会 藤女子大学 １Ｋ 青木　　卓
２Ｓ 住吉　卓真
２Ｓ 樋渡　晃弘
１Ｓ 瀧瀨　愛梨

H24.9.18～9.20 第６１回高分子討論会 名古屋工業大学 ２Ｋ 磯村　尚之
２Ｓ 井上　大地
２Ｓ 加藤　雅宏
２Ｓ 河井　康宏
２Ｓ 白尾　　光
２Ｓ 増本　勇太
２Ｓ 米谷　大志
２Ｓ 渡邉　惠太
１Ｓ 成澤　洋太
１Ｓ 古山　　脩

H24.11.8～11.9 平成２４年度日本セラミックス協会東北北海道支部研究発表会 岩手大学 １Ｓ 渡邊　聖也
２Ｓ １９名
２Ｋ ９名
２Ｓ 澤谷　知輝
２Ｓ 弗田　萌心
２Ｓ 松田　優作
２Ｋ 髙橋　大翼
２Ｋ 佐山　翔平
２Ｋ 堺　佑宇太
２Ｓ 藤谷　　剛
１Ｓ 加藤　柾紀
１Ｓ 長崎美和子
１Ｓ 林﨑　大知
１Ｓ 林原　健人
１Ｓ 藤谷　貴裕
１Ｓ 吉崎　敏也

H25.3.9 日本機械工学会北海道学生会第４２回卒業研究発表講演会 旭川高専

H24.9.1 精密工学会北海道支部大会 室蘭工業大学

H24.12.18～12.20

H25.2.2～2.3

第１３回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 福岡国際会議場

平成２４年度土木学会北海道支部年次技術研究発表会 函館高専

H24.10.20～10.21 電気・情報関係学会北海道支部連合大会 北海道大学

H24.11.23～11.24 道内国立高専専攻科研究発表・交流会 釧路高専

H24.8.4 日本科学会北海道支部2012年夏季研究発表会 旭川高専
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 資料 5-7-6 

複数教員指導体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （出典 平成 24 年度 特別研究指導教員一覧 （生産システム２年）） 
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 資料5-8-1 

成績評価・単位認定・修了認定に関わる規程 

 

第38条  専攻科に2年以上在学し，所定の授業科目を履修し，62単位以上を修得 

した者で，かつ，教育プログラムにおいて所定の修了要件を満たした者について 

は，修了を認定する  

（出典 函館工業高等専門学校学則)  

 

(成績の評価及び評定) 

第 5 条 授業科目の成績評価は，前条に規定する試験の成績及び平素の学

習状況等を総合して行うものとする。 

2 成績の評価は，100 点法により評価し，次の区分によって優，良，  

可及び不可と評定する。 

評 語  優  良  可  不 可  

評 点  100 点 ～80 点  79 点 ～70 点  69 点 ～60 点  59 点 以 下  

 

(単位の認定) 

第 6 条 前条第 2 項の規定に基づき，優，良及び可に評定された授業科目

については，当該授業目の単位を修得したものとして認定する。  

2 出席時数が当該科目の総授業時数の 3 分の 2 未満の科目の単位の認

定については，専攻科委員会で審議する。 

 

(修了に必要な要件) 

第 11 条  専攻科の修了の認定は，教員会議の議を経て校長が行う。 

2 専攻科の修了にあたっては，学則第 38 条第 1 項に定める所定の授業科目 

の履修として次の区分による単位を修得し，所定の修了要件として函館工業 

高等専門学校「複合型システム工学」教育プログラム履修規程(平成 17 年 9 

月 12 日函高専達第 7 号，以下「教育プログラム履修規程」という。)第 1 

1 条第 1 項第 3 号及び第 4 号の要件を満たさなければならない。 
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(出典 函館工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程(抜粋)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻名  一般科目  専門共通科目  専門展開科目  合計  

必修

科目  

選択科目  必 修

選 択

科目  

選択科目  必修

科目  

選択科目  

生産システム工

学専攻  

4 単位  2 単 位 以

上  

6 単位  14 単 位 以

上  

24 単

位  

12 単位以

上  

62 単

位 以

上  

環境システム工

学専攻  

4 単位  2 単 位 以

上  

10 単

位  

10 単 位 以

上  

24 単

位  

12 単位以

上  

62 単

位 以

上  
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  資料 5-8-2 

周知度アンケート調査及びその集計結果 

 

  

 

 

 

 

  結果 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典 平成24年度学生アンケート （平成24年12月実施）） 

 

 

 

 

 

学年 学科 対象者数 回答数 集計 Ⅲ-3
知っている、活用している等 12
知らない、活用していない等（未回答を含む） 0
知っている、活用している等 6
知らない、活用していない等（未回答を含む） 0
知っている、活用している等 18
知らない、活用していない等（未回答を含む） 0
知っている、活用している等 100
知らない、活用していない等（未回答を含む） 0
知っている、活用している等 14
知らない、活用していない等（未回答を含む） 0
知っている、活用している等 8
知らない、活用していない等（未回答を含む） 1
知っている、活用している等 22
知らない、活用していない等（未回答を含む） 1
知っている、活用している等 95.7
知らない、活用していない等（未回答を含む） 4.3
知っている、活用している等 40
知らない、活用していない等（未回答を含む） 1
知っている、活用している等 97.6
知らない、活用していない等（未回答を含む） 2.4

30 23

専攻科
第二学年割合[％]

76.7

専攻科計 50 41

専攻科計割合[％] 82.0

生産システム工学 20 14

環境システム工学 10 9

専攻科第二学年計

専攻科第一学年計 20 18

専攻科
第一学年割合[％]

90

専攻科
第二学年

専攻科
第一学年

生産システム工学 14 12

環境システム工学 6 6
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 資料5-8-3 

修了判定資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （出典 平成 24 年度 修了判定資料 （生産システム））  

 

必 修
選 択

必 修
必 修

選 択
選 択

必 修
選 択

4
2

以
上

0
1
0

1
0

以
上

2
4

1
2

以
上

1
2
4

以
上

2
5
0

以
上

2
5
0

以
上

9
0
0

以
上

1
8
0
0

以
上

4
0
0

以
上

2
5
0

以
上

2
5
0

以
上

9
0
0

以
上

1
6
0
0

以
上

1
0
8
0
6

三
谷

　
岳

4
2

0
1
0

1
2

2
4

1
2

1
2
9

3
8
0

4
4
6

2
1
5
0

2
9
7
6

3
8
5

○
可

○
○

○
○

1
1
8
0
1

阿
部

　
翔

太
4

4
0

1
0

1
2

2
4

1
2

1
3
3

4
0
0

3
0
0

2
2
9
7

2
9
9
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
2

阿
部

　
泰

成
4

4
0

1
0

1
4

2
4

1
2

1
3
5

3
7
5

3
2
5

2
3
4
7

3
0
4
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
3

磯
村

　
尚

之
4

6
0

1
0

1
2

2
4

1
2

1
3
4

4
7
5

3
5
0

2
1
7
2

2
9
9
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
4

堺
　

佑
宇

太
4

4
0

1
0

1
2

2
4

1
2

1
3
3

3
7
5

3
5
0

2
2
7
2

2
9
9
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
5

佐
藤

　
彰

則
4

4
0

1
0

1
6

2
4

1
4

1
3
8

4
2
5

3
7
5

2
3
2
2

3
1
2
2

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
6

佐
山

　
翔

平
4

4
0

1
0

1
6

2
4

1
4

1
3
9

4
0
0

3
0
0

2
4
4
7

3
1
4
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
7

髙
橋

　
大

翼
4

2
0

1
0

1
6

2
4

1
2

1
3
6

3
2
5

3
7
5

2
3
9
7

3
0
9
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
8

中
澤

　
諒

太
4

4
0

1
0

1
4

2
4

1
2

1
3
5

4
5
0

3
7
5

2
2
2
2

3
0
4
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
0
9

村
上

　
紘

稀
4

4
0

1
0

1
2

2
4

1
2

1
3
3

3
7
5

3
5
0

2
2
7
2

2
9
9
7

－
○

無
可

○
○

○
○

1
1
8
1
0

吉
崎

　
大

和
4

2
0

1
0

1
2

2
4

1
2

1
3
1

4
0
0

4
0
0

2
1
7
2

2
9
7
2

－
○

無
可

○
○

○
○

【
参

考
】
授

業
時

間
　

※

人 文 科 学 ・ 社 会 科 学 系

数 学 ・ 自 然 科 学 ・ 情 報 技 術 系

専 門 分 野

総 授 業 時 間

学
習

保
証

時
間

学 籍 番 号

氏 名

数 学 ・ 自 然 科 学 ・ 情 報 技 術 系

専 門 分 野

総 学 習 保 証 時 間

環
境

シ
ス

テ
ム

工
学

専
攻

合
否

修
得

単
位

数
学

習
・

教
育

目
標

の
達

成

学 修 成 果 ・ 試 験 の 審 査 結 果

備
　

　
　

　
考

学 協 会 で の 発 表

未 到 達 の 学 習 ・ 教 育 目 標 の 有 無

T O E I C  ス コ ア

一 般 科 目

専 門 共 通 科 目

専 門 展 開 科 目

プ ロ グ ラ ム 全 体

人 文 科 学 ・ 社 会 科 学 系
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進級・修了判定について 

 

平成２４年度 第１５回専攻科委員会議事要旨 

 

 日  時 ： 平成２５年 ３月１１日（月） ９：００～１０：２０ 

 場  所 ： 共用会議室 

出 席 者 ： 藤原委員長（専攻科長）、浜委員（教務主事）、石井委員（専攻長）、澤村 

委員（専攻長）、祐延委員、森谷委員、小山委員、上野委員、小玉委員、奥平委

員、入江委員 

 欠 席 者 ： なし 

幹  事 ： 柏教務係長、三上学務事務グループ員 

 

３．専攻科２年生の修了判定について 

委員長から、資料４－１及び４－２に基づき、専攻科修了要件である、修得単位数、学習保証 

時間、特別研究Ⅱ成績評価票及び学習・教育目標達成度評価確認表の内容を確認した旨の説明 

があり、審議の結果、すべての修了要件を満たしている生産システム工学専攻１９名、環境シ 

ステム工学専攻１０名の合計２９名を修了予定者とすることで異議なく了承された。なお、修 

了要件を満たした２９名の専攻科生については、１１日（月）午後の教員会議に諮ることとし 

た。 

 

４．専攻科１年生の進級判定について 

     委員長から、資料５－１及び５－２に基づき、専攻科第２学年への進級要件である学 

業成績一覧表及び特別研究Ⅰ成績表を用いて、専攻科１年生の進級確認を行った旨の説明が 

あり、審議の結果、学業成績一覧表の取得単位数に疑義があったため、再度学業成績一覧表 

を確認し、早急に審議することとした。 

※委員会終了後、修正した学業成績一覧表に基づき審議した結果、すべての進級要件を満た 

している生産システム工学専攻１３名、環境システム工学専攻６名の合計１９名を進級予定 

者とし、１２日（火）午後の教員会議に諮ることとした。 

          
 

                （出典：平成 24 年度 第 15 回専攻科委員会議事録(抜粋)） 

 


